
イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

ひ
と
つ
は
、
木
村
治
郎
・

は
、
近
見
正
彦
・

「
航
海
に
関
す
る
事
故
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
再
論
）

「
海
上
危
険
」
に
つ
い
て
・
一
橋
研
究
二
九
号
一
頁
以
下
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
意
図
は
、
海
上
保
険
の
担
保
範

囲
が
拡
大
化
す
る
現
況
に
お
い
て
「
航
海
に
関
す
る
事
故
」
あ
る
い
は
「
海
上
危
険
」
を
拡
張
的
に
（
通
説
の
唱
え
る
と
こ
ろ
に
よ
り
）

解
釈
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

比
較
的
最
近
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
我
々
は
、

ま

し

,
_
.
 

が

き
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A
n
gピ
m
a
c
.
Achillg
事
件
の
波
紋

―
―
む
す
び
に
か
え
て

イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う

〔
論
説
〕

・
（
三
三
九
）

・
損
害
保
険
研
究
三
六
巻
四
号
一
頁
以
下
で
あ
り
、
他

栗

「
航
海
上
の
事
故
」

(
1
)
 

「
航
海
二
関
ス
ル
事
故
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
意
欲
的
な
研
究
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

田

和

に
つ
い
て

彦



す
る
。

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
章
句
を
生
ん
で
い
る
。

「
海
上
危
険
」
に
関
す
る
説
は
、
再
検
討
す
べ

二
．
（
三
四

0
)

「
航
海
に
関
す
る
事
故
と
は
航
海
と
い
う
環
境
に
あ
る
保
険
の
目
的
に
生
ず
る
一

切
の
偶
然
的
出
来
事
で
あ
る
」
と
い
う
航
海
に
関
す
る
事
故
の
定
義
私
案
を
再
呈
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、
木
村
氏
の
よ
う
な
私
案
の
提
言
は
見
ら
れ
な
い
が
、
海
上
危
険
は
航
海
に
関
す
る
こ
と
を
必
要
条
件
と
す
る
日
本
お
よ
び
ド

イ
ツ
の
通
説
的
見
解
に
対
す
る
批
判
的
検
討
が
「
今
日
、
同
一
海
上
保
険
証
券
に
よ
り
、
内
陸
運
送
危
険
、
内
水
航
行
危
険
を
も
負
担
し

て
い
る
と
い
う
事
実
に
照
ら
せ
ば
、

き
で
あ
り
、

か
か
る
要
件
に
よ
っ
て
、
海
上
保
険
者
の
負
担
危
険
、
す
な
わ
ち
「
海
上
保
険
」
を
制
限
す
る
の
は
、

妥
当
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
結
論
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
今
日
わ
が
国
で
支
配
的
で
あ
る
、

か
つ
「
海
上
危
険
」
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
現
実
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
「
海
上
危
険
」
概
念
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
の

本
稿
は
、
木
村
、
近
見
両
氏
の
ご
と
く
旗
色
を
鮮
明
に
し
た
結
論
の
呈
示
を
目
的
と
し
な
い
が
、

「
航
海
二
関
ス
ル
事
故
」
に
ま
つ
わ

(
2
)
 

る
議
論
に
ひ
と
つ
の
資
料
を
供
す
る
意
味
で
（
間
接
的
に
は
、
両
氏
の
主
張
を
サ
ボ
ー
ト
す
る
効
果
を
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
）
、

九
七
三
年
三
月
二
日

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
の
イ
ク
リ
ア
破
棄
院
判
決
を
契
機
と
し
た
論
説
を
紹
介
・
吟
味
し
て
み
る
こ
と
に

(

1

)

こ
の
商
法
第
八
一
五
、
八
一
六
条
に
見
ら
れ
る
文
言
が
「
海
上
危
険
」
と
同
義
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
、
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本

文
掲
載
の
近
見
氏
の
論
文
・
ー
ニ
頁
以
下
を
参
照
。

(

2

)

後
述
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
木
村
、
近
見
両
氏
の
意
図
と
同
類
の
意
図
を
も
つ
論
説
を
主
と
し
て
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
の
で
、

両
氏
の
見
解
を
サ
ボ
ー
ト
す
る
効
果
が
生
じ
う
る
か
も
し
れ
な
い
ヽ
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
筆
者
の
主
観
的
意
図
は
、
あ
く
ま
で
も
、
資
料
提
供

の
程
度
に
留
ま
る
。

前
者
は
、
木
村
氏
の
長
年
来
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

付
属
装
置
の
検
査
を
命
じ
て
い
る
。

Achilles

査
を
為
し
、
六
ヶ
月
前
に
な
さ
れ
た
ロ
イ
ド
協
会
の
技
官
に
よ
る
検
査
結
果
（
四
年
間
一
級
•
1
0
0
A
一
の
状
態
に
あ
る
）
を
確
認
し

た
う
え
、
売
主
の
士
官
、
技
官
に
各
種
の
作
業
、
す
な
わ
ち
、
船
上
で
の
船
舶
管
理
、
船
員
乗
船
後
お
よ
び
前
記
作
業
終
了
後
の
機
械
・

ト
ラ
プ
ル
に
よ
っ
て
、

ー
ク
の
海
運
会
社
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
ヽ

一
九
六
五
年
六
月
―
二
日
付
で
保
険
に
加
入
し
た
が
、

(Achilles 

そ
の
保
険
は
、
適
法
で
あ

り、

Aci
号
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ジ
ニ
ア
に
赴
き
フ
ロ
リ
ダ
の
エ
ヴ
ァ
ー
グ
レ
ー
ド
港
宛
の
セ
メ
ン
ト
約
三
八

0
0
ト
ン
を
船
積
す
る
こ

と
を
記
し
て
い
た
。

Aci
号
は
、
船
積
港
に
順
調
に
つ
き
船
積
を
終
え
、
同
月
二

0
日
に
出
帆
し
た
が
、
同
月
二
三
日
タ
ー
ビ
ン
部
分
の

オ
ラ
ソ
ダ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
ヘ
の
最
初
の
寄
港
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
地
で
、
保
険
者
の
専
門
家
が
立
入
り
、

（＝＿四一）

の
）
船
長
と
造
船
技
師
は
、
当
該
船
舶
の
購
入
に
先
立
っ
て
、
そ
の
検

Achilles
に
よ
る
と
、

Aci
号
は
、

た
損
害
の
補
償
を
求
め
る
た
め
に
（
船
体
お
よ
び
機
械
に
付
し
た
保
険
の
証
券
に
よ
っ
て
）
、
ト
リ
ー
ノ
の
保
険
会
社

A
n
o
n
i
m
a
(
お
よ

び
そ
の
他
）
を
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
地
方
裁
判
所
の
前
に
召
喚
し
た
の
は
、

一
九
五
六
年
五
月
」
六
日
、
姉
妹
船

Galatea
号
と
と
も
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
在
る
デ
ン
マ

〈
事
実
〉

ハ
ナ
マ
の
海
運
会
社

Achilles
が、

は
し
が
き
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
は
、

上
の
事
故

accidenti
della 
navigazione」
に
関
す
る
議
論
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
た
。
そ
の
事
件
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。

コ
ペ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
メ
ッ
シ
ー
ナ
ま
で
の
航
海
中
に

お
よ
そ
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
海
上
保
険
が
担
保
す
る
「
航
海

ニ
A
n
o
n
i
m
a
c. 
Achilles
事
件

(
C
o
r
t
e
di 
Cassazione,Sez. Iー
2

M
a
r
z
o
 1
9
7
3
,
 

N
.
 5
7
2
,
 
C
o
m
p
a
g
n
a
 A
n
o
n
i
m
a
 di 
Assicurazione 
di 
T
o
r
i
n
o
 e
d
 altre 
contra 

(
1
)
 

Achilles 
C
o
m
p
a
n
i
a
 d
e
 C
o
m
m
e
r
c
i
o
 y
 N
a
v
e
g
a
c
i
o
n
)
 
の
波
紋

Aci
号
の
船
体
に
生
じ



主
張
し
て
、

Achilles
に
対
す
る
保
険
金
の
支
払
を
拒
ん
だ
。

ー
ナ
ま
で
曳
航
す
る
こ
と
に
し
た
。

A
c
i
号
は
、

一
九
六
七
年
一
月
二

0
日、

〇
由
cine
A
n
s
a
l
d
o
 
di 
G
e
n
o
v
a
に

ロ
イ
ド
協
会
の
専
門
家
お
よ
び

メ
ッ
シ
ー
ナ
に
着
き
、

Achilles

リ
ス
ボ
ー
ナ
に
お
い
て
、

査
官
は
、
再
度
、

A
c
i
号
を
一

0
0
A
一
級
に
格
づ
け
た
。

A
c
i
号
は
航
海
を
再
開
し
た
が
、

よ
り
、
七
月
二
日
、

（
三
四
二
）
ロ
イ
ド
協
会
の
地
方
検

イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ル
マ
ス
ヘ
の
寄
港
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
地
で
、
保
険
会
社
お
よ
び
船
級
協
会
の
専
門
家
の
監
督

の
下
で
の
地
方
の
造
船
会
社
に
よ
る
新
た
な
作
業
の
た
め
、

A
c
i
号
は
、

認
が
な
さ
れ
、
翌
―
二
日
、

A
c
i
号
は
、
プ
リ
ス
マ
に
向
け
出
帆
し
た
。

A
c
i
号
は
、
同
日
、

八
月
―
―
日
ま
で
係
留
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
ヘ
向
け
出
帆
し
た
が
、
リ
ス
ボ
ー
ナ
ヘ
の
寄
港
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
モ
ー
ク
ー
の
機
能
お
よ
び
機
関
士

(
p
e
r
s
o
n
a
l
e
 
di 
m
a
c
c
h
i
n
a
)

の
行
動
に
関
す
る
重
大
な
不
都
合
の
発
見
は
遅
れ
な
か
っ
た
。

機
能
不
足
と
海
水
使
用
に
よ
る
損
害
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。
海
水
の
使
用
は
ク
ー
ビ
ン
用
水
の
均
衡
を
逸
し
た
消
費
と
排
水
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
海
の
状
態
も
悪
か
っ
た
。
共
同
海
損

(avaria
g
e
n
e
r
a
l
e
)
が
宜
言
さ
れ
た
。

業
務
の
完
成
な
し
の
大
き
な
失
費
に
失
望
し
た

Achilles
は
、
イ
ク
リ
ア
の
技
師
と
造
船
所
の
力
量
を
信
じ
て
、

A
c
i
号
を
メ
ッ
シ

地
裁
判
所
長
官
の
指
定
し
た
鑑
定
人
に
よ
る
専
門
的
検
証
に
付
さ
れ
た
。
調
査
は
保
険
会
社
の
代
理
人
、

モ
ー
ク
ー
製
造
所
の
代
理
人
の
立
会
の
下
で
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
完
遂
の
た
め
、
故
障
部
分
が

送
ら
れ
た
。

0.
A
n
s
a
l
d
0
は
修
理
代
金
と
し
て
三
千
五
百
万
リ
ラ
を
要
求
し
た
。

同
日
、

再
度
、
船
級
の
確

ク
ー
ビ
ン
の

の
申
請
に
よ
っ
て
当

す
で
に
相
当
の
前
払
を
し
て
い
た
保
険
会
社
は
、
こ
の
時
点
で
、

A
c
h
i

号
に
生
じ
た
損
害
が
保
険
の
担
保
し
な
い
も
の
で
あ
る
、

法
廷
に
お
い
て
、
保
険
金
支
払
拒
絶
の
た
め
実
質
的
に
保
険
会
社
の
為
し
た
主
張
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と

す
な
わ
ち
、

ふ
た
た
び
、

モ
ー
ク
ー
の
ト
ラ
プ
ル
に

そ
し
て
、

Cantieri 
della 
S
c
h
e
l
d
a

の
適
切
な
指
導
と
主
カ
モ
ー
ク
ー
の
実
験
成
功
が
検
証
さ
れ
た
の
で
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

四



イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

Aci
号
が
受
け
た
損
害
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ソ
お
よ
び
寄
港
地
出
帆
時
の
不
堪
航
お
よ
び
船
主
・
被
保
険
者
の
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発

見
可
能
な
潜
在
瑕
疵
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
、

ジ
ニ
ア
）
か
ら
フ
ァ
ル
マ
ス
ま
で
の
航
海
中
に
生
じ
た
損
害
は
、
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
船
主
に
は
発
見
し
え
な
い
潜
在
瑕
疵
に
よ
っ
て

故
な
ら
ば
、
船
主
・
被
保
険
者
の
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発
見
し
え
た
で
あ
ろ
う
不
堪
航
（
未
熟
な
乗
組
員
、
使
用
石
炭
の
悪
品
質
、
修

す
ぐ
さ
ま
、

Achilles
が
控
訴
、
保
険
会
社
が
付
帯
控
訴
。

上
告
人
・
保
険
会
社

A
n
o
n
i
m
a
の
上
告
理
由
は
二
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

者
の
「
通
常
の
注
意
」
を
適
切
と
判
断
し
た
誤
り
が
あ
る
ー
|
'
潜
在
瑕
疵
に
よ
る
損
害
を
不
担
保
と
す
る
航
行
法
第
五
二
五
条
か
ら
す
る

と
、
不
合
理
に
し
て
か
つ
保
険
学
説
・
国
際
慣
習
に
反
す
る
判
断
で
あ
る
。
（
二
）
被
保
険
者
、
巨
視
的
に
い
っ
て
そ
の
使
用
人
に
過
失
が

な
い
、

と
し
た
誤
り
。
か
よ
う
に
、
保
険
約
款
第
一
条
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
射
程
を
誤
判
し
て
い
る
。

上
告
棄
却
〈
判
決
理
由
要
旨
〉

社
の
請
求
を
棄
却
し
、
全
航
海
に
対
す
る
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
た
。

五

（
一
）
原
審

(corte
di 
m
e
r
i
t
o
)
 

一
九
七
一
年
六
月
二
八
日
判
決
で
、
保
険
会

理
諸
作
業
の
不
備
）
に
帰
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
受
け
ら
れ
る
。

（
フ
ァ
ル
マ
ス
）
以
後
の
航
海
中
の
損
害
は
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
な
い
。
何

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
地
方
裁
判
所
は
、

と。

一
九
六
八
年
―
二
月
三
一
日
、
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
°
|
|
↓
ペ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
（
ま
た
は
グ

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
控
訴
院
は
、

の
判
断
に
は
被
保
険

船
舶
保
険
に
お
い
て
、
被
保
険
者
に
|
|
＇
航
行
法
第
四
ニ
―
条
に
よ
っ
て
、
運
送
契
約
上
運
送
人
に

課
せ
ら
れ
た
義
務
に
相
応
す
る
—
|
鼻
出
帆
時
お
よ
び
中
間
段
階
で
の
堪
航
能
力
担
保
義
務
（
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
に
よ
る
と
i
m
p
l
i
e
d

w
a
r
r
a
n
t
y
)

が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
堪
航
性
が
、
船
体
お
よ
び
機
械
に
関
し
て
、
絶
対
的
概
念
の
な
い
各
航
海
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
べ

き
（
航
行
法
第
一
六
四
条
）
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
船
舶
保
険
に
お
い
て
、
偶
然
の
不
堪
航
が
保
険
者
の
担
保
す
る
危
険
の
限
界
基
準

（三四一―-)



い
た
論
理
の
構
成
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

(

1

)

 

で
あ
る
、

な
る
で
あ
ろ
う
。

の
使
用
人
）

の
過
失
に
よ
る
場
合
。

い
わ
く
、

と
す
れ
ば
、
保
険
者
の
責
任
の
限
界
画
定
に
関
し
て
航
行
法
第
五
二
四
、

被
保
険
者
の
こ
う
む
っ
た
損
害
と
出
費
は
、
出
帆
時
お
よ
び
中
間
段
階
に
お
け
る
不
堪
航
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
保
険
の
カ
ヴ
ァ

ー
を
う
け
う
る
。
す
な
わ
ち
、

(

a

)

不
堪
航
が
船
舶
の
瑕
疵
（
通
常
使
用
に
よ
る
老
化
、
消
耗
を
含
む
）
に
よ
る
場
合
。

が
被
保
険
者
の
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発
見
可
能
な
場
合
を
除
く
。

(
b
)
不
堪
船
が
船
長
ま
た
は
船
員
（
お
よ
び
、

た
だ
し
、
被
保
険
者
が
過
失
に
関
与
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。

a
、
b
の
二
つ
の
場
合
、
通
常
の
注
意
の
原
則
（
英
米
法
に
い
う

d
u
e
,
d
i
l
i
g
e
n
c
e
)

的
上
|
ー
嶋
不
堪
航
が
被
保
険
者
の
過
失
の
あ
る
場
合
に
の
み
重
要
性
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
、
堪
航
性
の
客
観
的
評
価
に
と
っ
て
か
わ
る
。

こ
の
種
の
過
失
は
ー
—
通
常
の
注
意
の
欠
如
と
理
解
さ
れ
て
い
る
ー
＇
—
（
通
常
、
船
主
で
あ
る
か
ら
、
船
と
航
海
の
ニ
キ
ス
。
ハ
ー
ト
と

推
測
さ
れ
る
）
被
保
険
者
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
の
評
価
に
あ
た
っ
て
、
中
位
の
注
意
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
指
数
に
較
べ
て
極
め
て
厳
格
な
指
数
の
採
用
を
せ
ん
と
す
る
主
張
は
誤
っ
て
い
る
、

の
注
意
義
務
は
彼
自
身
が
責
を
負
っ
て
い
る
検
証
・
監
督
の
他
人
へ
の
委
託
を
許
さ
な
い
も
の
、

R
i
p
o
r
t
a
t
o
 
in 
Diritto 
M
a
r
i
t
t
i
m
o
 1
9
7
4
,
 
pag. 3
0
6
 
e
 segg. 

こ
の
破
棄
院
判
決
に
対
し
て
、

「
事
故
は
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
学
の
給
費
研
究
生

B
o
i

（
三
四
四
）

五
二
五
条
か
ら
推
論
さ
れ
る
準
則
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

た
だ
し
、
瑕
疵

は、

1

担
保
さ
れ
る
危
険
の
限
界
画
定
の
目

と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、

9. 

ノ‘

ま
た
、
船
主

と
捉
え
る
べ
き
で
も
な
い
。

は
、
破
棄
院
が
そ
の
最
終
的
判
断
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用

不
良
燃
料
炭
と
乗
組
員
の
未
熟
さ
に
よ
り
複
雑
化
し
た
潜
在
瑕
疵
に
よ
り
生
じ
、
再
発
す
る
た
び
に
修
理
に
付
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
海
損
と
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
で
、
保
険
会
社
は
、
損
害
が
最
初
の
出
帆
港
お
よ
び
中
間
港
の
出
帆
時
に
お
け

一
般
に
、
被
保
険
者



な
が
ら
、

イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

イ
ギ
リ
ス
の
事
情
を
し
ば
ら
く
見
て
み
よ
う
。

存
性
解
明
の
た
め
の
中
心
点
を
な
す
、

と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。

る
不
堪
航
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、

七

と
主
張
し
、
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
金
の
支
払
を
拒
ん
だ
。
こ
の
前
提
事
実
の
う
え
に
立
っ
て
、
破

棄
院
は
、
保
険
会
社
の
保
険
金
支
払
義
務
を
認
め
た
が
、
保
険
実
務
上
適
用
さ
れ
て
い
る
諸
原
則
を
理
解
し
な
い
単
純
な
理
論
構
成
で
も

っ
て
不
均
衡
を
惹
起
し
こ
そ
す
れ
、
当
該
事
件
か
ら
発
生
す
る
問
題
に
対
し
て
正
し
く
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な

B
o
i

の
破
棄
院
判
決
に
対
す
る
評
価
は
右
に
見
た
よ
う
に
手
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
彼
の
評
価
の
前
提
と
し
て
、
海
上
運
送
法
上

(

2

)

 

船
主
に
求
め
ら
れ
る
堪
航
能
力
担
保
す
る
際
の

d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e
履
行
義
務

(
o
b
b
l
i
g
o
di 
e
s
e
r
c
i
t
a
r
e
 
d
u
e
 
d
i
l
i
g
e
n
c
e
)

が
海
上

保
険
に
お
い
て
も
同
様
の
か
た
ち
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
認
識
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
1
)
G
i
o
r
g
i
a
 M
.
 Bai, 
S
e
a
w
o
r
t
h
i
n
e
s
s
 e
 d
u
e
 diligence nell'assicurazione 
carpi e. 
nel 
trasporto 
marittimo di 
case, 
in 

Diritto M
a
r
i
t
t
i
m
o
 1
9
7
4
,
 
pag. 3
0
7
 e
 seg. 

(
2
)
B
o
i
は
、
論
評
の
な
か
で
、

d
u
e
diligence
と
い
う
文
言
を
あ
え
て
（
イ
ク
リ
ッ
ク
に
し
て
）
用
い
て
お
り
、
イ
ク
リ
ア
航
行
法
第
五
二
五

条
に
い
う

n
o
r
m
a
l
e
diligenza
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。

さ
て
、

d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e
履
行
義
務
に
つ
い
て
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

B
o
i
は
、
多
く
の
学
説
の
な
す
よ
う
に
、
堪
航
能
力
概
念
の

分
析
を
そ
こ
に
か
ら
ま
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e

と
堪
航
能
力
の
分
析
が
保
険
と
運
送
の
二
つ
の
分
野
に
お
け
る
相
互
依

堪
航
能
力
担
保
義
務
は
、
そ
の
発
生
史
を
見
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ク
リ
ア
で
は
相
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

B
o
i

の
素
描
に
し
た
が
い

(
1
)
 

「
運
送
の
分
野
に
お
い
て
、
運
送
人
に
課
せ
ら
れ
た
堪
航
能
力
担
保
義
務
は
相
対
的
な

(
d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e

を
払
っ
た
か
否
か
の
）
も

い
。
」
と
。

（
三
四
五
）



様
の
基
準
を
設
け
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

゜
ニつ の

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
永
ら
く
広
ま
っ
て
い
た

a
b
s
o
l
u
t
e
w
a
r
r
a
n
t
y
 

て
か
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
険
の
分
野
に
お
い
て
は
、
類
似
の
原
則
を
表
し
た
明
示
規
定
は
な
い
。

年
の
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
規
定
は
、
航
海
保
険
の
場
合
に
限
ら
れ
る
が
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
 

i
m
p
l
i
e
d
 w
a
r
r
a
n
t
y
が
被
保
険
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
厳
し
い
法
規
に
対
し
、

イ
ギ
リ
ス
保
険
実
務
の
功
績
で
あ
る
が
、
約
款
に
よ
っ
て
、
運
送
法
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
結
果
が
付

加
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
当
該
条
項
は
、
保
険
と
運
送
の
二
つ
の
分
野
に
お
け
る
堪
航
能
力

担
保
義
務
を
全
面
的
に
一
致
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
運
送
上
の
義
務
が
法
定
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
保
険
上
の
義
務
が
約
定
の
も
の
で
あ

(
3
)
 

る
点
に
お
い
て
、
そ
の
形
成
の
源
が
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
」

B
o
i

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

性
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
）
が
運
送
上
に
有
す
る
機
能
を
有
す
る
の
は
、
当
事
者
が
契
約
で
そ
れ
を
望
ん
だ
と
き
に
可
能
で
あ
る
、
と
い

(
4
)
 

つ
ま
り
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
、
保
険
の
分
野
の
諸
現
象
を
運
送
の
分
野
の
規
範
に
従
わ
せ
、
も
っ
て
、
保
険
の
分
野
に
も
同

(
1
)
d
u
e
 dilidence
は
、
周
知
の
と
お
り
、
ま
ず
、
ハ
ー
ク
ー
法
に
明
定
さ
れ
、

ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
同
年
の
海
上
物
品
運
送
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

(

2

)

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
三
九
条
第
五
項
に
よ
る
と
、
被
保
険
者
が
不
堪
航
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
発
航
さ
せ
た
場
合
、
保
険
者
は
不
堪

航
に
基
づ
く
一
切
の
損
害
を
担
保
し
な
い
。

(
3
)
B
o
i
,
 op. cit••pag. 

311
は
、
址
i

航
餡
Hf“

珀一但か華
8
砂
の
饂
完
配
に
つ
い
て
、

ぉ
、
実
質
的
な
差
異
が
あ
る
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
、
と
主
張
す
る
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

J

れ
ほ
ど
に
明
確
な
一
致
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

一
九
二
四
年
の
い
わ
ゆ
る
船
荷
証
券
条
約
に
受
け
継
が
れ
、
イ

の
概
念
が
、
現
代
運
送
界
の
要
求
に
適
合
し
た
原
則
に
と
っ

イ
ギ
リ
ス
の
保
険
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
堪
航
能
力
（
海
上
保
険
法
に
よ
り
契
約
の
有
効

I¥ 

つ
ま
り
、

（
三
四
六
）

堪
航
能
力
の

一
九

0
六



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

認
め
る
に
せ
よ
、

(

2

)

 

な
い
。
」

そ
の
こ
と
が
、

(

4

)

航
行
法
立
法
理
由
書
第
三
三
四
番
に
い
わ
く
、
「
航
行
法
第
五
二
五
条
に
認
め
ら
れ
た
原
則
は
、
通
常
の
注
意
で
発
見
し
え
な
い
船
舶
の
潜
在

瑕
疵
に
対
す
る
船
主
の
無
責
任
の
ご
く
一
般
的
基
準
に
則
う
も
の
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
、

B
o
i
の
主
張
を
補
強
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一

九
六
一
ー
一
年
イ
ク
リ
ア
金
属
船
体
保
険
第
一
条
は
、
「
通
常
の
注
意
で
発
見
不
能
な
内
部
的
潜
在
瑕
疵
に
よ
る
被
保
険
船
舶
の
損
害
に
対
し
保
険
者

は
責
を
負
う
・
・
・
・
・
・
」
と
規
定
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
事
情
は
、
イ
ク
リ
ア
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
イ

ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
よ
う
な
立
法
を
せ
ず
、
基
本
的
に
は
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
に
類
す
る
規
定
を
設
け
た
。
そ
れ
は
、
第
五
二
四
、
五

(
1
)
 

二
五
条
で
あ
り
、
堪
航
能
力
の
客
観
的
評
価
方
法
に
依
ら
ず
、
主
観
的
評
価
方
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

B
o
i
に
よ
る
と
、
イ
ク

リ
ア
の
事
情
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
運
送
と
保
険
の
二
つ
の
分
野
の
現
行
規
定
に
見
ら
れ
る
相
互
依
存
性
は
重
要
で
あ
り
、
か
つ
、

深
く
気
づ
い
て
い
る
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
強
調
で
き
る
こ
と
は
、
立
法
活
動
に
よ
っ
て
二
つ
の
規
定
に
共
通
な
同

一
の
立
法
理
由
の
存
在
が
暗
黙
に
立
証
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

九

イ
ク
リ
ア
の
立
法
者
が
こ
の
関
係
に

い
っ
た
ん
そ
の
共
通
の
起
源
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、

と
保
険
が
）
構
造
的
に
幾
分
異
っ
た
制
度
と
は
い
え
、
そ
の
二
つ
の
制
度
の
も
と
で
同
一
の
義
務
（
堪
航
能
力
担
保
義
務
）
に
異
な
っ
た

枠
づ
け
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
事
実
、
保
険
の
う
え
で
は
最
初
の
出
帆
港
と
中
間
港
に
お
い
て
瑕
疵
の
認
識
可
能
性
が
浮
彫
り
に
さ
れ

る
の
に
反
し
運
送
の
う
え
で
は
船
積
の
時
点
の
み
が
問
題
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
堪
航
能
力
担
保
義
務
に
ち
が
い
が
生
じ
る
こ
と
を

（
当
該
義
務
の
）
質
的
・
量
的
変
化
を
不
可
避
的
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
、

と
考
え
る
こ
と
は
で
き

す
な
わ
ち
、

B
o
i

の
考
え
か
ら
す
る
と
、
保
険
に
お
い
て
は
、
義
務
の
時
間
的
延
長
に
よ
り
危
険
の
増
加
は
認
め
ら
れ
る
が
（
船
舶
保

（
＝
＿
四
七
）

（
運
送



そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
(
3
)
 

れ
な
い
性
質
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
1
)
B
o
i
,
 op. 
cit., 
pag. 3
1
2

は
、
航
行
法
第
五
二
五
条
が
採
用
し
た

d
u
e
diligence 
(
n
o
r
m
a
l
e
 diligenza

と
い
わ
な
い
）
の
考
え
が
極

め
て
合
理
的
で
あ
る
、
と
い
う
。

(
2
)
B
o
.
i
,
 op. 
cit., 
loco 
cit. e
 seg. 

(
3
)
B
o
i
,
 op. 
cit., 
pag. 3
1
4
.
 

堪
航
能
力
担
保
義
務
は
保
険
と
運
送
の
両
分
野
に
お
い
て
同
種
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
は
、

R
i
c
c
a
r
d
e
l
l
i

に
よ
っ
て
も

(
B
o
i

の
言
に
よ
れ
ば
、
学
説
が
こ
ぞ
っ
て
認
め
る
と
こ
ろ
、
と
い
う
が
）
支
持
さ
れ
て
い
る
。

R
i
c
c
a
r
d
e
l
l
i

の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。

一
般
学
説
（
の
作
業
対
象
）
に
属
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
認
識
可
能
性
は
、
個
々
の
契
約

類
型
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
性
質
を
有
し
て
い
る
。
船
舶
保
険
の
分
野
に
お
い
て
は
、
他
の
分
野
を
参
考
と
す
る
こ
と
は
、
比
較
す
る
理

由
が
あ
り
適
切
な
研
究
手
段
を
与
え
て
く
れ
る
制
度
に
ま
ず
出
会
う
こ
と
が
な
い
、

な
い
。

と
い
う
意
味
か
ら
、
余
り
有
意
義
と
は
い
え
そ
う
に

し
か
し
、
運
送
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
の
考
証
を
省
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
の
理
由
が
、
海
上
交
貿
上
の
共
通
の
必
要
性
が

保
険
と
運
送
を
規
律
す
る
約
款
、
法
規
の
形
成
に
継
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
た
め
で
あ
れ
、
運
送
は
保
険
と
同
じ
く
他
の
分
野
の

運
送
法
の
規
定
に
お
い
て
は
、
船
舶
保
険
の
法
規
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
潜
在
瑕
疵
は
明
示
規
定
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

両
制
度
の
場
合
と
も
、
潜
在
瑕
疵
か
ら
生
じ
る
結
果
は
、
運
送
人
に
は
免
責
危
険
、
被
保
険
者
に
は
担
保
危
険
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

船
主
の
法
的
、
伝
統
的
地
位
に
否
定
的
な
か
た
ち
で
反
映
し
て
ゆ
か
な
い
。
二
つ
の
規
定
は
（
二
つ
の
制
度
に
関
し
て
つ
り
合
い
の
と
れ

原
則
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
で
あ
れ
。

「
潜
在
瑕
疵
の
概
念
は
、
周
知
の
ご
と
く
、

険
は
そ
の
こ
と
を
考
慮
ず
み
、

と
い
う
）
、

保
険
と
運
送
の
二
つ
の
分
野
に
お
け
る
堪
航
能
力
担
保
義
務
が
相
容

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

1
0
 
（
三
四
八
）



(

1

)

 

(

2

)

 

(

3

)

 

イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

た
か
た
ち
を
な
し
て
い
る
）
共
通
の
立
法
理
由

(
r
a
t
i
o
)

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
、

(
1
)
 

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
」

保
険
と
運
送
の
分
野
の
堪
航
能
力
担
保
義
務
に
関
す
る
規
定
に
共
通
の
立
法
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
な
る
と
、

B
o
i

な
ら
ず
と
も
つ
ぎ

「
堪
航
能
力
担
保
に
必
要
な
義
務
に
つ
い
て
被
保
険
者
の
行
動
の
内
容
を
分
析
す
べ
き
場
合
に
は
、
論
理
的
帰
結
と
し
て
、

運
送
上
要
求
さ
れ
る
義
務
の
類
型
を
考
量
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
被
保
険
者
自
身
に
直
接
適
用
の
あ
る
原
則
の
す
べ
て
を
考
量
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
と
り
わ
け
、
保
険
上
も
、

d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e

履
行
委
託
禁
止
の
原
則
（
他
人
に
義
務
と
さ
れ
る
行
為
を
委
託
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
自
己
の
使
用
人
の
行
為
に
責
を
負
う
べ
し
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
）
は
有
効
で
あ
り
、
そ
れ

(
2
)
 

は
、
運
送
上
と
同
一
の
意
義
を
有
し
て
お
り
、
運
送
上
理
解
さ
れ
て
い
る
解
釈
上
の
限
界
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

と
な
る
と
、
船
主
が
自
己
ま
た
は
使
用
人
が
出
帆
時
の
堪
航
能
力
担
保
に
関
し
注
意
を
払
っ
た
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
、
問
題
は

d
i
l
i
g
e
n
c
e

で
は
な
く
潜
在
瑕
疵
の
領
域
に
移
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

A
n
o
n
i
m
a
対

A
c
h
i
l
l
e
s

事
件
に
お
け
る

船
主
の
行
動
が

d
u
e
d
i
l
i
g
e
n
c
e

を
為
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
え
ば
、

B
o
i
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
の
懐
疑
の
念
よ
り
先
に
、
破

棄
院
の
立
論
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
過
失
が
使
用
人
の
特
殊
資
格
に
属
す
る
行
為
に
関
す
る
場
合
、
限
界
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
破
棄
院
の
立
論
が
、

(
3
)
 

原
則
」
に
基
づ
い
た
公
平
の
考
え
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
使
用
人
ま
た
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
偶
然
の
過
失
の
被
保
険
者
へ
の
帰
責
可
能
性
は
、

G
i
u
s
器
p
e
Riccardelli, 
11 
vizio 
occulto 
nell'assicurazione 
della 
nave, 
P
a
d
o
v
a
 1
9
7
0
,
 
pag. 3
 
e
 seg. 

Boi, 
op. 
cit., 
pag. 3
1
5
 e
 seg. 

Boi, 
op. 
cit., 
pag. 3
1
7
.
 

の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
。
聞
い
て
み
よ
う
c

（
三
四
九
）

「
委
託
禁
止
の

d
u
e
 

一
般
的
に
、



B
o
i

の
熱
心
な
反
対
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

A
n
o
n
i
m
a

対

A
c
h
i
l
l
e
s

事
件
の
破
棄
院
判
決
を
支
持
す
る
論
説
が
モ
デ
ー
ナ
大
学

(

1

)

 

の
給
費
研
究
生

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
以
後
、
氏
の
論
説
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
た
る
作
業
と
す
る
が
、

に
留
ま
る
か
、

つ
ま
り
、

イ
ク
リ
ア
航
行
法
の
一
端
に
触
れ
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
2
)
 

ス
ル
事
故
」
の
解
釈
に
何
ら
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
G
a
b
r
i
e
l
e
 Silingardi, 
A
s
s
i
c
u
r
a
z
i
o
n
e
 c
o
r
p
i
 e
 c
o
l
p
a
 
dei 
preposti-
terrestri 
dell'assicuratò
in Diritto 

1
9
7
5
,
 
pag. 1
9
8
 e
 segg. 

(

2

)

は
し
が
き
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、
木
村
、
近
見
両
氏
の
論
説
は
、
「
航
海
二
関
ス
ル
事
故
」
の
通
説
的
（
制
限
的
）
解
釈
に
対
し
、
拡

張
的
解
釈
の
必
要
を
迫
る
意
欲
的
論
説
で
あ
る
。

Silingardi

の
主
張
は
両
氏
の
論
説
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
本

稿
は
、

Silingardi
の
論
説
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
お
き
た
い
。

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

は
、
船
舶
保
険
に
お
い
て
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
が
陸
上
で
活
動
す
る
船
主
（
被
保
険
者
）
の
使
用
人
の
過
失
に
も
及
ぶ
か
、

と
い
う
問
題
（
も
ち
ろ
ん
、
海
上
保
険
一
般
に
お
い
て
船
主
・
被
保
険
者
の
陸
上
の
使
用
人
の
過
失
が
保
険
の
担
保
す
る
危
険
の
限
界
内

と
い
う
問
題
と
同
一
の
性
質
を
帯
び
て
い
る
）

ひ
い
て
は
、

我
国
の
商
法
第
八
一
五
、

（
三
五

0
)

八
一
六
条
に
い
う
「
航
海
二
関

M
a
r
i
t
t
i
m
o
,
 

の
今
日
的
意
義
を
指
摘
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
論
説
を
は
じ
め
て
い
る
。

か
つ
て
船
主
が
自
か
ら
（
ま
た
は
、
保
有
す
る
組
織
・
乗
組
員
に
よ
っ
て
）
な
し
え
た
発
航
時
の
堪
航
能
力
担
保
に
対
す
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
現
代
の
船
舶
に
あ
っ
て
は
そ
の
規
模
と
構
造
の
複
雑
さ
ゆ
え
に
船
主
自
身
に
よ
っ
て
は
も
は
や
な
し
え
な
い
、
と
考
え
れ

(
1
)
 

ば
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
と
現
実
性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
前
提
と
な
る
べ
き
彼
の
現
代

(
2
)
 

海
上
企
業
に
対
す
る
状
況
認
識
を
し
ば
ら
く
追
っ
て
み
よ
う
。

「
現
代
の
海
運
会
社
は
、
高
度
に
進
歩
し
た
作
業
処
理
方
法
と
常
時
作
動
可
能
機
関
の
採
用
に
よ
っ
て
、
運
送
期
間
を
飛
躍
的
に
短
縮

さ
せ
た
が
、
同
時
に
、
船
舶
の
技
術
的
複
雑
さ
ゆ
え
に
そ
の
船
舶
の
管
理
を
特
殊
資
格
保
有
者
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号



イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

そ
し
て
、
現
代
海
運
企
業
に
は
、
そ
の
機
構
の
水
準
に
応
じ
て
、
個
人
の
専
門
化
、
各
種
の
使
用
人
の
権
限
・
職
務
の
細
分
化
、
特
殊
に

し
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
任
務
の
有
資
格
企
業
へ
の
委
託
と
い
っ
た
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
船
舶
の
管
理
・
修
理
な
ど
も
特
殊
技

能
者
の
手
に
（
船
長
か
ら
あ
る
い
は
機
関
長
か
ら
技
術
検
査
官
へ
と
い
う
か
た
ち
で
）
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
海
運
企

業
組
織
が
伝
統
的
な
乗
組
員
組
織
と
は
全
く
異
な
る
専
門
家
集
団
を
抱
え
込
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
よ
う
な
現
象
か
ら
航
海
中
の
偶
然
の
事
故
の
発
生
に
対
し
て
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
が
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
が

つ
ま
り
、
頻
発
す
る
船
体
・
機
械
の
事
故
が
特
別
に
委
託
を
う
け
た
作
業
上
の
陸
上
使
用
人
の
過
失
と
直
接
に
関
連
を

有
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
船
体
・
機
械
に
生
じ
る
事
故
に
対
す
る
陸
上
使
用
人
の
責
任
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
船
舶
の
管
理
・

修
理
に
つ
い
て
重
要
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
。

(
3
)
 

こ
の
観
点
よ
り
、
陸
上
使
用
人
の
特
殊
権
限
に
属
す
る
作
業
す
る
事
実
が
〈
航
海
上
の
危
険

rischio
della 
n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
e〉

念
に
入
る
か
否
か
を
究
明
す
る
の
が
論
理
的
で
あ
る
。
そ
の
利
益
と
現
実
性
な
し
と
し
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
を
海
上
保

険
法
の
規
定
も
船
舶
保
険
約
款
も
考
慮
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
解
釈
者
に
残
さ
れ
て
い
る
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。

被
保
険
者
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
関
し
て
は
、

規
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

し
ば
ら
く
、
議
論
を
留
め
る
と
し
て
、
被
保
険
者
の
使
用
人
の
行
為
に
つ
い
て
、
法

イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
九

0
0条
と
航
行
法
第
五
二
四
条
が
想
起
さ
れ
る
。
後
者
は
、

「
船
舶
保
険
者
は
、
事
故
が
全
部
ま
た
は
一
部
船
長
ま
た
は
他
の
船
員
の
過
失
に
よ
る
場
合
、
被
保
険
者
が
関
与
し
て
い
な
い
、

の
概‘

 

と
し

う
条
件
で
責
任
を
負
う
。
但
し
、
被
保
険
者
が
同
時
に
船
長
で
あ
る
場
合
、
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
航
海
上
の
過
失
に
つ
い
て
の
み
責

任
を
負
う
。

明
ら
か
に
な
る
。

（
三
五
一
）



リ
ア
船
舶
保
険
約
款
に
お
い
て
は
、
船
主
の
使
用
人
の
行
為
は
、

（
航
行
法
第
五
二
四
、
五
二
五
条
と
同
様
の
か
た
ち
で
）
約
款
第
一
条

承
継
に
よ
っ
て
、

「
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
は
、

イ
ギ
リ
ス
保
険
慣
習
に
よ
っ
て
、

理
解
す
る
に
せ
よ
、

航
行
法
第
五
二
四
条
は
、

積
荷
保
険
を
別
個
に
規
定
し
て
い
る
。

「
被
保
険
者
、
船
主
、
管
理
者
」
の
通
常
の
注
意
を
も
っ
て
し
て
は
発

積
荷
保
険
に
お
い
て
は
、
保
険
者
は
、
船
長
ま
た
は
他
の
船
員
の
悪
意
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
。
」

し
か
し
、
航
行
法
第
五
二
四
条
は
、
船
主
（
被
保
険
者
）

（
三
五
二
）

船
舶
保
険
と

の
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
し
て
、
航
行
法
第
五
二
四
条
は
、
被
保
険
者
の
使
用
人
の
悪
意
ま
た
は
重
過
失
に
基
づ
く
事
故
に
対
す
る
保
険
者
の
補
償
責
任
を
定

め
た
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
九

0
0条
の
一
般
規
定
を
廃
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
九

0
0条
が
被
保
険
者
の
使
用
人
を
無
差
別
的
に
取
扱
い
か
つ
被
保
険
者
が
責
を
負
う
ぺ
き
行
為
者
一
般
に
言
及
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、

「
船
長
ま
た
は
他
の
船
員
の
過
失
」
と
い
う
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
範
囲
の
限
界
を
設
け
て
い
る
点
で
も
、

民
法
第
一
九

0
0条
を
廃
し
て
い
る
、

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
航
行
法
第
五
二
四
条
と
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
九

0
0条
の
関
係
を
如
何
に

い
ず
れ
も
、
被
保
険
者
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
規
律
す
る
意
図
を
も
っ
て
立
法
さ
れ
た
、

そ
れ
で
は
、
保
険
約
款
は
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
に
よ
る
と
イ
ン
チ
マ
リ

1
条
項
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

見
し
え
な
い
潜
在
瑕
疵
に
よ
る
事
故
、
船
長
・
船
員
の
過
失
に
よ
る
事
故
、

ァ
ー
さ
れ
な
い
事
故
を
も
担
保
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

何
ら
、
考
察
し
て
い
な
い
、

と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

関
法
第
二
八
巻
第
一
一
一
号

イ
ク
リ
ア

と
は
考
え
が
た
い
。

そ
の
他
イ
ギ
リ
ス
法
に
よ
る
危
険
の
定
義
に
よ
っ
て
は
カ
ヴ

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
は
、
大
陸
保
険
慣
習
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
｀

イ
タ
リ
ア
保
険
実
務
に
よ
っ
て
も
承
継
さ
れ
、
大
陸
保
険
契
約
法
に
新
味
を
加
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
か
よ
う
に
、

一四

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項

イ
タ
リ
ア
船
舶
保
険
約
款
の
対
象
と
し
て
、
船
員
の
過
失
と
と
も
に
潜
在
瑕
疵
が
現
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、

と
い
う
よ
う
に
、

イ
ク



な
し
、

イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

一五

つ
ぎ
に
、

不
堪
航
が
被

つ
ま
り
、
担
保
さ
れ
る
危
険
の
概
念
の
な
か
に
、
船
長
・
船
員
の
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
被
保
険

者
、
船
主
ま
た
は
管
理
人
の
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発
見
し
え
な
い
潜
在
瑕
疵
も
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
危
険
概
念
の
拡
大
は

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
と
の
関
連
の
な
か
で
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

を
論
じ
た
規
定
は
、

し
か
し
、
保
険
契
約
に
お
け
る
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
の
重
要
性

イ
タ
リ
ア
船
舶
保
険
契
約
中
に
は
、
第
三
条
第
一
項
の
挿
入
文
言
を
除
け
ば
、
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
三
条

第
一
項
に
よ
る
と
、
船
長
・
船
員
以
外
の
使
用
人
に
よ
る
船
舶
の
不
充
分
な
管
理
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
に
そ
の
担
保
責
任

と
さ
れ
る
。
詳
言
し
て
み
る
と
、
当
該
規
定
は
、
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
者
の
免
責
を
認
め
て
い
る
が
、
事

故
が
不
充
分
な
船
舶
管
理
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
個
の
免
責
危
険
に
制
限
さ
れ
て
い
る
、

い
さ
さ
か
長
く
聞
い
て
し
ま
っ
た

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
は
、
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
全
面
的
に
排
斥

(
5
)
 

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

の
本
段
に
お
け
る
分
析
を
結
論
的
に
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
で
も
な

法
典
も
約
款
も
、
近
年
と
み
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
危
険
の
概
念
に
導
き
入
れ

う
る
か
、

と
い
う
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
解
釈
者
が
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
潜
在
瑕
疵
に
基
づ
く
船
舶
の
損

傷
の
保
険
担
保
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
諸
法
規
は
船
員
の
行
為
に
つ
い
て
規
律
す
る
に
留
ま
る
。
こ
の
問
題

は
二
つ
の
側
面
か
ら
捉
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
不
堪
航
が
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
基
づ
く
も
の
か
。

保
険
者
、
船
主
お
よ
び
管
理
人
の
通
常
の
注
意
以
外
に
陸
上
使
用
人
の
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発
見
し
え
な
い
船
舶
の
瑕
疵
に
よ
る
も
の

か
。
こ
の
二
面
性
を
ふ
ま
え
て
、
当
該
諸
法
規
の
解
釈
学
的
研
究
（
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
明
確
な
関
連
づ
け
を
し
な
が
ら
海
上
保
険
の

る
だ
ろ
う
か
。

お
よ
び
第
一
一
一
条
で
規
律
さ
れ
て
い
る
。

（
三
五
三
）



危
険
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
）

（
三
五
四
）

の
意
義
が
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
研
究
が
、
海
上
企
業
組
織
内
に
生
じ
た
急
激
か
つ
深
遠
な

(
6
)
 

変
化
と

A
n
o
n
i
m
a
対

A
c
h
i
l
l
e
s
事
件
の
破
棄
院
判
決
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
た

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

の
主
張
が
、
法
典
も
約
款
も
規
定
し
て
い
な
い
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
の
可
否
を
論
じ
る
に
際

し
、
か
つ
て
の
姿
か
ら
は
大
き
く
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
現
代
の
海
運
企
業
の
実
情
に
則
し
た
解
決
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
は
感
取
で
き
た
。

(
1
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 1
9
8
.
 

(

2

)

先
に
見
た

B
o
i
の
論
説
が
保
険
実
務
の
状
況
に
つ
い
て
強
い
感
心
を
示
し
て
い
た
の
と
好
対
照
を
為
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。

(

3

)

イ
ク
リ
ア
法
に
い
う
「
航
海
上
の
危
険
」
に
つ
い
て
は
、

A
d
r
i
a
n
o
Fiorentino, L
e
 assicurazioni c
o
n
t
r
a
 i
 rischi 
della 
n
a
v
i
g
a
-

zione, 
in R
i
v
i
s
t
a
 
del 
q.iritto della 
navigazione, 1
9
5
3
 I
,
 

p
a
g
 2
3
0
 e
 segg. ~
:
:
,
_
,
~
~
昭
応
。

(
4
)
s
・
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 1
9
8
 
e
 segg. 

(
5
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 o
p
 cit., 
p
a
g
.
 2
0
1
 
e
 seg.
＊
H
ふ
引
用
中
＇
に
あ
っ
た
「
船
員
の
過
失
」
は
、
「

h
a
r
a
tteria 
(
非
行
）
」
と
い
う
別
種
の
広
い
免

責
事
由
と
も
関
連
づ
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
イ
ク
リ
ア
船
舶
保
険
約
款
第
一
、
三
条
は
、
航
行
法
第
五
二
四
、
五
二
五
条
の
規
定
と

同
類
の
も
の
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
6
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op, 
cit., 
p
a
g
.
 2
0
2

は、

A
n
o
n
i
m
a
~
 A
c
h
i
l
l
e
s
事
F

此
＂
の
破
棄
院
判
決
を
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
関
す
る
問
題
に
満
足
の

ゆ
く
解
決
を
与
え
る
た
め
の
新
た
な
そ
し
て
興
味
あ
る
視
界
を
開
く
原
則
を
宣
言
を
し
た
、
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
、
彼
の
批
評

に
伴
行
し
て
み
よ
う
。

破
棄
院
の
い
う
原
則
は
、
実
質
的
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
陸
上
使
用
人
の
特
殊
か
つ
排
他
的
権
限
に
属
す
る
職
務
の

過
失
は
、
そ
の
行
為
が
単
な
る
過
失
で
あ
る
か
逆
に
船
舶
の
潜
在
瑕
疵
発
見
に
つ
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
通
常
の
注
意

(due-diligence)
な

し
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
航
海
の
危
険
の
概
念
に
入
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
則
は
、
被
保
険
者
自
身
が
責
を
負

う
検
査
・
監
督
の
義
務
の
他
人
へ
の
委
託
を
禁
止
す
ぺ
き
、
と
考
え
る
こ
と
は
誤
ま
り

(
a
b
u
s
i
v
o
)
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
基
づ

い
て
、
破
棄
院
は
、
船
長
・
技
術
検
査
官
の
排
他
的
権
限
内
の
職
務
行
為
上
の
過
失
を
被
保
険
者
・
船
主
の
責
に
帰
し
た
事
実
に
お
い
て
、
広
い

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

~ 

...i... 

/‘ 



イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

保
険
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
船
船
の
管
理
・
修
理
・
艤
装
を
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
他
人
に
委
託
し
て
い
る
船
主
は
航
行
法
第
四
ニ
―
条

に
い
う
堪
航
能
力
担
保
義
務
を
履
行
し
て
い
る
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
船
主
に
は
堪
航
堪
保
に
必
要
な
種
々
の

作
業
を
特
殊
資
格
保
有
者
に
委
託
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
（
そ
の
有
資
格
者
の
職
務
上
の
偶
然
の
過
失
を
保
険
担
保
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

船
主
の
責
に
帰
す
る
こ
と
な
し
に
）
。
破
棄
院
の
示
し
た
原
則
の
も
つ
実
際
的
な
意
義
は
、
そ
の
よ
う
な
有
力
な
判
決
が
陸
上
使
用
人
の
行
為
も

保
険
の
担
保
す
る
危
険
の
概
念
の
な
か
に
取
り
込
み
う
る
か
、
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、
近
年
大
き
な
変
化
を
体
験
し
た
海
運
界
よ
り
生
じ
た
正

当
な
要
求
に
極
め
て
満
足
の
ゆ
く
解
決
を
与
え
る
た
め
の
研
究
に
新
た
な
視
界
を
与
え
た
、
と
い
う
点
か
ら
、
注
目
す
べ
く
し
て
興
味
を
そ
そ
る

も
の
で
あ
る
。
」
い
ま
こ
こ
に
見
た
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

の
批
評
が
ー
—
結
論
的
に
だ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、
問
題
を
海
運
界
の
立
場
か
ら
眺
め
て

い
る
点

Boi
の
論
評
と
際
立
っ
た
対
照
を
な
す
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
海
上
企
業
に
お
け
る
陸
上
使
用
人
の
役
割
が
増
大
化
す
る
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
は
、
船
舶

保
険
上
（
あ
る
い
は
、
船
舶
保
険
に
関
す
る
判
例
、
学
説
の
な
が
れ
の
な
か
に
あ
っ
て
）
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
、

度
に
進
歩
し
た
運
送
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
占
め
る
そ
の
重
要
性
を
顧
み
て
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
わ
た
っ
て
有
機
的
・
組
織
的
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
、

「
右
の
破
棄
院
判
決
に
対
す
る
関
心
は
、
そ
れ
が
示
し
た
原
則
が
学
説
、
判
例
の
先
行
的
傾
向
に
大
い
な

(
1
)
 

と
考
え
た
場
合
、
よ
り
明
瞭
と
な
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
は
、
現
代
の
高

と
は
い
え
な
い
。

か
え
っ
て
、
法
規
、
約
款
が
こ
の
問
題
に
対
す
る
沈
黙
の
姿
勢
を
守
っ
て
い
る
こ
と
に
保
険
者
の
陸

上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
免
責
を
認
め
る
こ
と
が
論
理
的
、
明
白
か
つ
了
解
済
と
す
る
立
場
が
有
力
で
あ
る
、

た
と
え
ば
、

Riccardelli
は
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
被
保
険
者
自
身
が
検
査
、
監
督
を
行
な
っ
た
か
ま
た
は
そ
の
履
行
を
他
人
に
委
託
し
た
か
は
、

Silingardi
が
い
う
に
は
、

一
七

と
い
う
。

11

瑕
疵
発
見
の
た
め
に
為
す
べ
き
通

(
2
)
 

常
の
注
意
が
被
保
険
者
と
の
関
係
で
つ
ね
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
II

と
い
う
限
り
で
、
何
ら
の
意
味
が
な
い
」
と
。（＿―-五五）



に
帰
す
る
、

Riccardelli
は
、
こ
の
章
句
よ
り
、
陸
上
使
用
人
が
委
託
さ
れ
た
職
務
に
つ
い
て
為
し
た
過
失
は
、

と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
船
主
（
被
保
険
者
）
は
、
自
か
ら
が
責
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
検
査
、
監
督
作
業

こ
と
ご
と
く
、
被
保
険
者
の
責

を
自
己
の
使
用
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
危
険
は
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
使
用
人
の
過
失
に
対
す
る
保
険
カ
ヴ
ァ
ー

そ
し
て
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
地
方
裁
判
所
は
、

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
の
第
1

審
判
決
で
、
最
初
の
出
帆
後
の
不
堪
航
に
は
保
険

「
損
害
発
生
が
船
主
ま
た
は
そ
の
陸
上
指
揮
機
関
の
人
的
過
失

(colpa
person, 

ale)
に
よ
る
も
の
で
な
い
、
と
い
う
条
件
で
、
潜
在
瑕
疵
ま
た
は
船
員
の
過
失
に
よ
る
損
害
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
」
と
い
う
前
提
に
立
つ
も

(

3

)

 

の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

Silingardi
は
、
破
棄
院
判
決
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

(
4
)
 

「
破
棄
院
判
決
は
、

Ferrarini
が
つ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
き
た
学
説
・
判
例
の
判
断
に
対
し
革
新
的
要
素
を
持
ち
込
む
重
大
な
企
で

(
5
)
 

あ
る
。
本
判
決
は
、
被
保
険
者
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
の
重
要
性
を
規
律
す
る
に
適
し
て
い
る
点
、
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
法
規
、

約
款
に
言
及
し
て
い
る
点
で
大
い
に
評
価
し
う
る
。
結
論
だ
け
で
は
な
く
、
本
破
棄
院
判
決
は
よ
り
一
層
の
研
究
に
よ
っ
て
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
判
決
は
、
こ
の
種
の
事
件
の
厳
密
に
し
て
満
足
の
ゆ
く
法
的
構
成
を
試
み
る
研
究
に
よ

(
6
)．
 

っ
て
追
随
さ
る
べ
き
基
本
的
方
向
を
、
明
確
に
し
て
時
宜
を
え
た
方
法
で
指
し
示
し
て
い
る
」
と
。

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
の
破
棄
院
判
決
は
、
画
期
的
な
判
断
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

gardi
の
評
価
は
‘
|
|
七
互
に
よ
る
と
、
保
険
者
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
い
る
、

あ
ろ
う
。

の
カ
ヴ
ァ
ー
が
及
ば
な
い
、

と
し
た
が
、
保
険
者
は

は
認
め
ら
れ
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

そ
れ
に
対
す
る

Silin

と
さ
れ
た
が
ー
|
'
「
絶
贅
」
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
で

一八

（
三
五
六
）



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

目
的
に
生
じ
た
損
害
は
保
険
者
が
負
担
す
る
。
」

イ
タ
リ
ア
航
行
法
第
五
ニ
―
条
に
拙
訳
を
付
け
れ
ば
、

一九

(
1
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. cit••pag. 

2
0
5
.
 

(
2
)
R
i
c
c
a
r
d
e
l
l
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 1
2
7
.
 

(

3

)

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
地
方
裁
判
所
の
「
被
保
険
者
の
通
常
の
注
意
に
関
し
て
先
例
は
な
い
が
、
運
送
人
の
注
意
義
務
（
堪
航
能
力
担
保
に
関
す
る
）
を

規
律
す
る
原
則
の
適
用
（
保
険
へ
の
）
を
認
め
て
も
よ
い
、
と
思
う
。
」
と
い
う
判
断
の
根
拠
は
、
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
築
者
も
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Silingardi,
op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
0
6
 n
o
t
a
 6

は
、
本
判
決
を
、
堪
航
能
力
担
保
義
務
に
お
け
る

due,diligence

の
委
託

不
能
性
の
考
え
を
保
険
に
も
適
用
せ
ん
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
評
し
て
い
る
。

(
4
)
S
e
r
g
i
o
 Ferrarini, A
s
s
i
c
u
r
a
z
i
o
n
e
 m
a
r
i
t
t
i
m
a
,
 
M
i
l
a
n
o
 1
9
7
2
,
 
pag. 81. 

(
5
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
0
p
.
 cit., 
p
a
g
.
 2
0
6

は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
「
海
上
運
送
に
お
い
て
保
険
を
利
用
す
る
者
の
利
益
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
」

こ
と
の
指
摘
を
忘
れ
て
い
な
い
。

(
6
)
A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
の
破
棄
院
判
決
が
、
「
新
風
」
を
吹
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
（
法
規
の
解
釈
に
際
し
、
被
保
険
者
の
地
位
の

保
護
、
必
然
的
に
、
保
険
制
度
の
広
汎
な
利
用
に
対
す
る
要
求
に
大
き
な
配
慮
を
す
る
こ
と
に
よ
り
）
と
い
う
評
価
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
従
来
の
学
説
・
判
例
に
は
「
広
汎
な
保
険
制
度
の
利
用
に
対
す
る
要
求
は
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
狭
く
解
す
る
こ
と
に
専
心
し
て
き
た
そ

れ
ら
の
学
説
・
判
例
に
よ
っ
て
は
ゆ
る
が
せ
に
さ
れ
て
い
た
。
」

(Silingardi,
op. 
cit., 
pag. 2
0
7
)

と
い
う
評
価
し
か
与
え
ら
れ
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

陸
上
使
用
人
の
過
失
が
海
上
（
船
舶
）
保
険
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
か
否
か
の
判
断
を
為
す
ば
あ
い
、

一
条
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
の
概
念
の
検
証
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

イ
タ
リ
ア
航
行
法
第
五
二

「
時
化
、
難
船
、
坐
礁
、
衝
突
、
投
荷
、
爆
発
、
火
災
、
海
賊
、
略
奪
お
よ
び
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
航
海
上
の
事
故
に
よ
っ
て
保
険
の

と
で
も
な
る
だ
ろ
う
か
。

F
e
r
r
a
r
i
n
i
も
い
う
よ
う
に
、
こ
の
立
法
形
式
か
ら
、
列
挙
さ
れ
た
危
険
は
例
示
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

（
＿
二
五
七
）



い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
故
が
海
の
急
激
・
不
意
の
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
否
か
の
認
定
は
相
対
的
な
意
義
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
保
険

の
カ
ヴ
ァ
ー
を
受
け
る
た
め
に
は
、
海
が
事
故
発
生
の
「
原
因

c
a
u
s
a」
を
な
し
た
こ
と
で
は
な
く
「
機
会

o
c
c
a
s
i
o
n
e」
を
与
え
た
こ

(
3
)
 

と
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
航
海
上
の
危
険
の
特
殊
な
要
素
は
「
海
」
に
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

で
あ
る
。
事
故
は
海
自
体
の
作
用
と
は
無
縁
の
要
因
か
ら
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
事
故
は
航
海
に
関
連
し
て
い
る
（
海
上

に
お
い
て
航
海
〈
中

d
u
r
a
n
t
e
〉
に
生
じ
る
）
必
要
が
あ
る
。
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
保
険
に
頼
る
目
的
は
、
船
主
が
海
の
危
険
要
因
か

ら
生
じ
る
事
故
、
そ
れ
自
体
航
海
の
な
さ
れ
る
領
域
に
必
然
的
に
特
殊
な
原
因
に
よ
る
も
の
で
な
い
に
せ
よ
航
海
領
域
の
特
殊
性
に
よ
っ

て
変
貌
・
増
大
化
さ
れ
る
事
故
の
危
険
を
保
険
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
あ
る
。
事
故
の
発
生
可
能
な
場
所
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
事
故
・
危

険
の
増
大
化
と
を
あ
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
主
は
航
海
上
の
偶
然
の
＊
故
を
他
人
に
転
嫁
し
よ
う
、

こ
の
意
味
で
、
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
の
必
然
的
前
提
は
海
が
原
因
を
な
す
こ
と
で
は
な
く
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
考
え
が
正
当

(
4
)
 

に
主
張
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
事
故
の
生
じ
た
場
所
を
考
え
て
い
る
の

「
実
際
の
と
こ
ろ
、
航
海
上
の
危
険
の
も
つ
本
来
的
な
意
義
を
検
証
し
て
は
じ
め
て
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
関
す
る
問
題
に
解
答
を
下

せ
る
の
で
あ
っ
て
、
航
行
法
第
五
二
四
条
や
そ
れ
に
相
応
す
る
約
款
の
規
定
の
文
理
解
釈
に
限
ら
れ
た
研
究
か
ら
は
答
は
下
せ
な
い
、

〈
航
海
上
の
危
険
〉
に
つ
い
て
、
学
説
は
、
海
上
に
お
い
て
船
舶
・
運
送
に
起
こ
り
う
る
事
故
の
こ
と
を
考
え
て

伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

Silingardi
に
よ
っ
て
、

と
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
航
海
上
の
事
故
」
が
描
い
た
軌
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)
 

要
約
的
表
現
の
な
か
に
「
危
険
」
の
基
底
が
求
め
ら
れ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

(
2
)
 

（
一
六
八
一
年
の
海
事
勅
令
第
三
編
第
四
章
第
二
六
条
と
航
行
法
第
五
ニ
―
条
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
類
似
性
は
明
白
で
あ
る
）
今
日
にと

「
航
海
上
の
事
故
」
の
概
念
は
、
長
い
星
霜
を
経
て

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

二
0

（
三
五
八
）



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

。

A

つ
‘. 

と
し 航
海
上
の
危
険
に
海
は
場
所
的
関
連
性
を
有
す
れ
ば
足
り
る
、
と
い
う
考
え
は
、

(
5
)
 

ア
ル
プ
ス
を
は
さ
ん
で
共
通
の
法
規
に
よ
っ
て
保
険
制
度
が
発
展
し
て
き
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
最
近
の
「
海
上
保
険
に
関
す
る
」

「
保
険
者
は
、
す
べ
て
の
海
の
危
険
(
f
o
r
t
u
n
e
d
e
 
m
e
r
)
 

義
務
を
負
う
。
」

一
九
六
七
年
七
月
三
日
の
六
七
ー
五
ニ
ニ
法
第
一
五
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、

ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
保
険
の
目
的
に
生
じ
た
損
害
を
補
償
す
る

と
定
め
る
。
こ
の
規
定
は
、
六
七
ー
五
ニ
ニ
法
の
施
行
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
商
法
第
三
五

0
条
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、

保
険
者
の
担
保
す
る
危
険
•
f
o
r
t
u
n
e
 
d
e
 m
e
r
は
同
一
の
表
現
で
あ
る
。

d
e
s
 
e
l
e
m
e
n
t
s
)
 

説
、
判
例
は
広
い
意
味
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
海
の
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
然
の
作
用
(
a
c
t
i
o
n

(
6
)
 

に
よ
る
も
の
で
あ
れ
人
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
海
の
上
で
発
生
し
た
も
の
の
す
べ
て
を
含
む
。
」
と
解
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
る
た
め
の
前
提
は
、
海
の
上
で
起
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
事
故
が
生
じ
る
、

い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
海
は
、
事
故
発
生
場
所
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
事
故
の
直
接
的
排
他
的
原
因
を
な
す
も

た
と
え
ば
、
あ
の
R
i
p
e
r
t
は
、
海
の
危
険
を
狭
く
解
す
る
E
m
e
r
i
g
o
n
に
対
し
て
、

「
海
の
状
況
が
原
因
と
な
っ
た
損
失
に
対
し
て
f
o
r
t
u
n
e
d
e
 
m
e
r
 

は
被
保
険
者
に
海
の
状
況
に
対
し
て
の
み
担
保
す
る
だ
け
で
は
な
い
か
ら
、

の
で
は
な
い
、

す
る
と
、

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

タ
リ
ア
保
険
法
研
究
の
参
考
と
す
る
こ
と
の
意
義
は
深
い
で
あ
ろ
う
。

(
E
m
e
r
i
g
o
n
の
よ
う
に
解
す
る
と
ー
ー
＇
筆
者
補
足
）
f
o
r
,

と
い
う
名
称
が
リ
ザ
ー
ヴ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
保
険

（
三
五
九
）

j

の

f
o
r
t
u
n
e
 
d
e
 
m
e
r
 
に
つ
い
て
、

フ
ラ
ソ
ス
の
現
行
法
の
検
証
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
、

と
い
う
限
り
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
学
説
を
イ

フ
ラ
ン
ス
の
「
学と



航
海
中
に
船
舶
・
運
送
品
に
損
傷
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
偶
然
の
事
故
を

(
7
)
 

す
べ
て
海
の
危
険

(risques
m
a
r
i
t
i
m
e
s
)
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
考
え
て
い
る
。

こ
の

R
i
p
e
r
t
の
考
え
は
、
イ
ク
リ
ア
に
も
静
か
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

Silingardi
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

保
険
の
原
則
は
、
現
代
保
険
業
務
に
固
有
の
作
業
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
幾
世
紀
に
も
及
ぶ
学
説
・
法
典
の
伝
統
の
う
え
に
接
合
さ
れ
て
い

る
。
時
代
を
中
世
と
近
世
の
交
に
遡
っ
て
、
航
海
上
の
危
険
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
一
五
世
紀
の
海
事
慣
習
法
の
ひ
と
つ
バ
ル
セ
ロ
ナ
勅
令
の
な
か
の
保
険
担
保
危
険
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
が
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

に
属
す
る
か
否
か
、

と
す
る
考
え
は
、

一
六

と
し
て
も
、
そ
れ
に
続
く
保
険
法
の
法
源
の
な
か
に
は
、
す
で
に
、
航
海
上
の
危
険
の
純
正
か
つ
明

(
8
)
 

確
な
概
念
が
画
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
い
う
。

S
t
y
p
m
a
n
n
u
s
が
「
P
r
a
e
s
t
a
r
e
t
e
n
e
n
t
u
r
 
q
u
o
d
c
u
m
q
u
e
 d
a
m
n
u
m
 o
b
v
e
n
i
e
n
s
 
in m
a
r
i
 
(Jm上
で
発
生
し
た
あ
ら
ゆ
る
損
害

を
補
償
す
る
よ
う
義
務
づ
け
る
）
」
と
い
い
、

T
a
r
g
a
が

(
9
)
 

拡
張
し
た
、
と
認
定
し
う
る
よ
う
で
あ
る
が
、
す
る
と
、
ど
う
や
ら
、
当
時
の
原
則
を
形
づ
く
る
も
の
は
、
事
故
発
生
原
因
で
は
な
く
発

生
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

保
険
担
保
危
険
の
限
定
、
個
別
化
の
基
準
は
事
故
が
海
上
の
事
故

(fortuna
m
a
r
i
s
)
 

八
一
年
の
海
事
勅
令
第
四
編
第
三
節
第
二
六
条
と
も
一
致
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
該
条
項
は
、

「
時
化
、
難
船
、
坐
礁
、
衝
突
、
航
路
・
航
海
ま
た
は
船
舶
の
変
更
、
投
荷
、
火
災
、
拿
捕
、
海
賊
、
国
王
の
拘
留
、
戦
争
の
宣
言
、

(10) 

報
復
お
よ
び
そ
の
他
の
海
の
危
険
に
よ
っ
て
海
上
で
生
じ
た
す
べ
て
の
損
害
は
保
険
者
の
危
険
と
す
る
。
」

と
い
っ
て
い
る
。
航
行
法
第
五
ニ
一
条
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
列
挙
事
由
（
危
険
）
に
見
ら
れ
る
修
正
を
別
に
す
る
と
、

t
u
n
e
 d
e
 m
e
r
 
は
極
め
て
狭
い
概
念
に
な
っ
て
し
ま
う
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

「
海
に
お
い
て
ま
た
は
海
に
よ
っ
て
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
事
故
」
に
保
険
担
保
を

（
三
六

0)



な
る
。

イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

の
論
証
に
し
た
が
え
ば
、

（
三
六
一
）

「
航
海
上
の
事
故
」
に
関
す
る
長
い
伝
統
か
ら
み
て

「
航
海
に
関
す
る
す
べ
て
の
危
険
を
、
そ
れ
が
当
事
者
に
よ
っ

航
海
上
の
危
険
の
概
念
が
実
質
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
航
海
の
妨
げ
と
な
る
出
来
事
が
保
険
担
保
を
得
る
か
否
か
を
決
す
る
た

め
に
当
時
確
定
さ
れ
て
い
た
基
準
が
今
も
生
き
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

に
よ
れ
ば
、
右
に
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
危
険
（
そ
の
な
か
に
は
、
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
も
含
ま
れ
る
）

に
も
な
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
付
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

あ
る
。
航
行
法
立
法
理
由
書
第
三
一
―

-0番
も
、

「
航
海
上
の
危
険
の
概
念
の
重
要
性
を
理
解
し
え
た
が
、
同
時
に
、
個
々
の
担

の
限
定
・
個
別
化
の
問
題
解
決
の
た
め
の
基
準
を
画
す
る
こ
と

イ
タ
リ
ア
海
上
保
険
が
い
わ
ゆ
る
包
括
主
義
の
原
則
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
航
海
上
の
事
故
と
考
え
う
る
危
険
を
不
担
保
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
旨
の
明
示
的
法
規
ま
た
は
合
意
を
必
要
と
す
る
の
で

イ
タ
リ
ア
海
上
保
険
は
、

て
明
示
的
に
個
々
の
ケ
ー
ス
で
ま
た
は
法
規
に
よ
り
一
般
的
に
排
斥
さ
れ
て
い
な
い
限
り
」
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣

そ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
外
す
た
め
に
は
、
対
象
と
な
っ
た
事
故
が
「
航
海
上
の
事
故
」
の
概
念
に
入

ら
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
か
、
そ
の
事
故
を
不
担
保
と
す
る
明
示
的
法
規
ま
た
は
契
約
当
事
者
の
合
意
の
存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

(12) 

な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
、
陸
上
使
用
人
の
過
失
に
よ
る
事
故
に
対
す
る
海
上
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
の
障
害
も
生
じ
な
い
こ
と
に

(
1
)
F
e
r
r
a
r
i
n
i
,
 op. 
cit.
p`ag. 6
4
.

航
海
上
の
事
故
の
概
念
設
定
作
業
の
持
つ
意
義
か
ら
す
れ
ば
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
担
保

の
可
否
の
問
題
な
ど
は
第
二
義
的
な
意
味
し
か
持
ち
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

学
説
の
代
表
的
な
も
の
を
見
れ
ば
、

A
r
n
o
u
l
d
が、

二
五

（
三
六
三
）

と
い
う
が
、

険
証
券
に
記
載
の
そ
の
他
の
危
険
を
い
う
。
」

に
分
別
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

一九
0
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
三
条
最
終
項
に
よ
る
と
、

前
段
で
見
た
よ
う
に
、
大
陸
法
系
下
に
お
け
る
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て
は
、
発
生
原
因
で
は
な
く
発
生
場
所
が
問
題
視
さ
れ
る
、

と
す
れ
ば
、
陸
上
使
用
人
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
も
海
上
に
お
い
て
航
海
活
動
に
損
害
を
与
え
た
、

と
い
う
理
由
だ
け
で
、

し
か
し
、
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
る
た
め
の
前
提
条
件
は
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
が
「
航
海
上
の
事
故
」
に
入
る
、

「
航
海
上
の

と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
な
い
。
第
二
の
前
提
条
件
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
法
規
上
な
い
し
約
款
上
に
明
示
的
な
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
の
排
斥
規
定
が
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
件
の
存
在
を
認
定
す
る
た
め
に
は
、
相
当
長
い
考
察
を
必
要
と
し
そ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
保
険
約
款

の
検
証
に
関
し
て
、
問
題
が
ま
ぎ
ら
わ
し
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

A
n
o
n
i
m
a
対

A
c
h
i
l
l
e
s
事
件
で
破
棄
院
や

R
i
c
c
a
r
d
'

elli
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
船
舶
保
険
約
款
は
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
に
よ
っ
て
特
色
、
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
研
究
深
化
を
為
さ
ず

(
1
)
 

に
、
個
別
的
事
件
に
適
用
さ
れ
る
条
項
を
検
証
す
る
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
イ
ン
チ

マ
リ
ー
条
項
の
意
義
に
つ
い
て

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

の
分
析
に
し
た
が
い
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
っ
て
み
よ
う
。

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
は
い
わ
ゆ
る
個
別
危
険
主
義
を
志
向
し
て
お
り
、

perils
o
f
 
t
h
e
 
s
e
a
と

perils
o
n
 t
h
e
 
s
e
a
を
基
本
的

「
海
上
危
険

(
m
a
r
i
t
i
m
e
p
e
r
i
l
s
)

は
、
航
海
に
起
因
ま
た
は
付
随
す
る
危
険
、
す
な
わ
ち
、
海
の
危
険

(perils
o
f
 
t
h
e
 
s
e
a
)
、

火
災
、
戦
禍
、
海
賊
、
略
奪
、
盗
取
、
捕
獲
、
拿
捕
、

王
侯
お
よ
び
人
民
の
抑
止
お
よ
び
抑
留
、
投
荷
、
非
行
お
よ
び
類
似
の
ま
た
は
保

こ
の
海
上
危
険
に
よ
っ
て
、
保
険
担
保
範
囲
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
（
海
の
危
険
•perils 
o
f
 
t
h
e
 
s
e
a
s

と
い
う
）
文
言
は
、
難
船
、
膠
沙
、
坐

事
故
」
の
範
疇
に
入
り
う
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



ス
海
上
保
険
法
お
よ
び
判
例
の
厳
格
な
解
釈

l
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
船
長
の
過
失
」
を
保
険
者
の
負
担
と
す
る
ば
か
り
で
つ
ま

「
海
の
偶
然
の
事
故
・
事
変
」
し
か
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
な
い
|
|
＇
を
阻

と
は
異
な
る
海
の
危
険

(perils
o
f
 

礁
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
海
上
の
事
変

(
m
a
r
i
n
e
causalties)

を
包
含
し
て
お
り
、

さ
ら
に
は
、
風
波
の
強
烈
か
つ
直
接
的
な
作
用
に
よ

(
2
)
 

っ
て
海
上
に
お
い
て
船
舶
ま
た
は
貨
物
に
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
損
害
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
い
、

I
v
a
m
e
y
が
、
「
海
の
危
険
と
い

(
3
)
 

う
文
言
は
、
海
の
偶
然
の
事
故
ま
た
は
事
変
に
の
み
関
連
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
風
波
の
通
常
作
用
を
包
含
し
な
い
。
」

そ
し
て
、
こ
と
の
詳
細
は
先
哲
の
偉
大
な
業
績
に
ゆ
ず
る
が
、

(

4

)

 

イ
ギ
リ
ス
判
例
は
、

e
j
u
s
d
e
m
g
e
n
e
r
i
s
理
論
を
採
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
に
つ
い
て

Silingardi

の
得
た
結
論
は
、
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
と
の
関
連
で
い
う
と
、

「
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
は
、
事
故
を
担
保
さ
れ
る
航
海
上
の
危
険
の
概
念
に
導
き
入
れ
る
た
め
に
は
そ
の
事
故
が
「
海
の
偶
然
の
作
用
に
よ

り
」
発
生
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
海
上
の
危
険

(perils
o
n
 t
h
e
 
sea) 

t
h
e
 
sea) 
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
意
味
で
、

イ
ギ
リ
ス
保
険
法
の
考
え
方
は
、
海
の
強
烈
な
作
用
と
は
無
縁
の
原
因
に
よ
る
事
故
に
対
す
る
保
険

者
の
義
務
を
完
全
に
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
陸
流
の
考
え
と
は
異
種
の
、
否
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
保
険
カ
ヴ
ァ
ー

を
拡
げ
る
た
め
に
、
商
事
慣
習
は
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
を
証
券
に
挿
入
す
る
の
を
常
と
し
て
い
る
。
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
は
、
潜
在
瑕
疵

ま
た
は
乗
組
員
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
船
体
・
機
械
の
損
傷
の
補
償
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
の
主
旨

(ratio)
は
、
イ
ギ
リ

止
し
、
海
に
よ
ら
ず
し
て
海
上
で
発
生
し
た
巨
大
な
損
害
事
故
を
も
カ
ヴ
ァ
ー
し
よ
う
、

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
は
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
保
険
に
固
有
の
危
険
の
概
念
を
、
海
に
よ
る
事
故
の
み
な
ら
ず
海
上
で
の
、

り
、
航
海
に
ま
つ
わ
る
事
故
を
も
カ
ヴ
ァ
ー
し
よ
う
、
と
す
る
共
通
認
識
を
も
っ
た
大
陸
諸
国
の
考
え
で
消
臭
し
よ
う
、
と
し
て
い
る
。

Institute H
u
l
l
 ~
款
の
規
定
は
、
大
陸
商
事
慣
習
に
も
承
継
さ
れ
て
い
る
し
、

て
い
る
の
を
確
認
し
う
る
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

二
六

（
三
六
四
）

と
い
っ



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

な
く
潜
在
瑕
疵
に
基
づ
く
事
故
を
も
含
み
込
む
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
新
し
い
要
素
を
有
し
て
い
る
、

て
い
る
、

と
い
う
）

イ
ギ
リ
ス
学
説
に
お
い
て
す
ら
、

険
担
保
危
険
の
概
念
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
解
答
の
み
下
し
う
る
、

゜

4

つ

ヽ

と
し

二
七

（
三
六
五
） と

い
う
限
り
で
、
大

陸
船
舶
保
険
に
も
継
受
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
船
主
に
は
堪
航
能
力
担
保
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
義
務
は
、
通
常

(
5
)
（

6
)
 

の
注
意
で
発
見
し
え
な
い
潜
在
瑕
疵
に
基
づ
く
事
故
か
ら
船
主
を
免
責
し
て
い
る
の
で
、
主
観
的
な
意
味
あ
い
を
持
つ
。
」

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
、
保
険
契
約
関
係
の
正
確
な
範
囲
を
定
め
る
う
え
で
の
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
（
す
で
に
イ
ク
リ
ア
で
も
継
受
さ
れ

の
重
要
性
（
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
に
よ
っ
て
「
危
険
」
の
伝
統
的
境
界
線
が
超
克
さ
れ
保
険
担
保
範
囲
が
拡
大
さ
れ

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
有
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
は
浅
く
な
い
。

A
r
n
o
u
l
d
に
よ
れ
ば
、
「
（
イ

ン
チ
マ
リ
ー
）
条
項
は
、
損
害
が
海
上
危
険
の
直
接
的
結
果
と
い
え
な
い
場
合
に
お
け
る
船
体
ま
た
は
機
械
に
生
じ
た
損
害
に
関
す
る
保

(
7
)
 

険
者
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
た
当
事
者
間
の
合
意
を
含
む
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
．

Silingardi
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
保
険
担
保
の
明
確
な
そ
し
て
め
ざ
ま
し
い
拡
張
現
象
か
ら
す
る
と
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
が
保

「
逆
の
立
場
に
立
て
ば
、
多
く
の
危
険
が
被
保
険
者
か
ら
保
険
者
へ
転
嫁
さ
れ
て
い
る
現
象
（
そ
れ
は
、
大
陸
法
系
に
限
ら
れ
ず
、
海

の
危
険
と
海
上
の
危
険
を
分
別
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
展
開
さ
れ
て
い
る
）
を
、
そ
の
重
要
な
と
こ
ろ
で
、
正
し
く
理
解
し

え
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま
や
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
さ
え
、

m
a
r
i
n
e
peril
は
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
を
限
界
づ
け
る
機
能
を
有
し
て
い
な
い
。
…

て
も
、
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
、

と
い
う
。

そ
し
て
、
海
に
よ
ら
な
い
事
故
に
対
す
る
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
の
拡
大
現
象
は
、

た
）
が
感
取
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
な
る
。

つ
づ
け
て
彼
の
意
見
を
聞
い
て
み
よ
う
。

(
8
)
 

一
九
七

0
年一

0
月
一
日
の
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
に
よ
っ

と
い
う
よ
う



潜
在
瑕
疵
に
よ
る
損
害
が
被
保
険
者
、
船
主
ま
た
は
管
理
者
の
通
常
の
注
意
の
欠
如
に
よ
り
生
じ
た
の
で
は
な
い
場
合
に
潜
在
瑕
疵
に

よ
る
損
害
を
担
保
危
険
の
概
念
に
導
入
す
る
規
定
を
、
潜
在
瑕
疵
が
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
当
然
の
注
意

(
d
o
v
u
t
a
d
i
l
i
g
e
n
z
a
)

に
よ

っ
て
発
見
し
え
な
い
場
合
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
被
保
険
者
の
過
失
に
よ
る
事
故
の
不
担
保
が
航
海
企
業
と
の
関
係

で
は
特
有
の
性
質
を
帯
び
て
い
た
こ
と
が
真
実
で
あ
っ
た
、

と
し
て
も
（
前
世
紀
ま
で
は
極
め
て
普
及
し
て
い
た
が
、
現
代
海
運
上
で
の

航
海
企
業
の
巨
大
な
規
模
お
よ
び
複
雑
な
組
織
ゆ
え
に
船
主
が
有
資
格
者
に
船
舶
の
修
繕
・
管
理
を
委
託
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
陸
上
使
用
人
の
過
失
を
船
主
の
負
担
と
す
る
こ
と
の
合
理
的
理
由
は
見
出
せ
な
い
。

船
主
が
実
際
に
人
員
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
り
乗
組
員
を
通
じ
て
堪
航
性
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
事
実
は
、
陸
上

使
用
人
の
過
失
に
関
連
す
る
危
険
の
保
険
者
へ
の
転
嫁
を
決
定
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
陸
上
使
用
人
の
過
失
に
関
す
る
事
故
を
担
保
危
険
に

組
み
込
む
こ
と
の
整
合
性
に
対
す
る
障
害
は
す
べ
て
排
除
さ
れ
る
。

(
9
)
 

の
行
為
と
の
直
接
的
因
果
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
に
関
す
る

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

経
済
的
意
義
は
乏
し
い
）
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

と
い
う
の
は
、
今
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
事
故
発
生
と
船
主
自
身

の
考
証
を
結
論
づ
け
れ
ば
、
当
条
項
に
は
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
保
険
担
保
さ
れ
う
る

「
航
海
上
の
危
険
」
の
概
念
に
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
何
ら
の
障
害
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ソ
チ

マ
リ
ー
条
項
は
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
カ
ヴ
ァ
ー
を
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
担
保
の
可
能
性
は
排
除
し
て
お
ら
ず
、
か
え
っ

て
、
航
海
中
に
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
事
故
を
保
険
者
の
負
担
と
す
る
傾
向
を
体
現
し
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

(
1
)
R
i
c
c
a
r
d
e
l
l
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 3
8
.
 
C
o
s
i
,
 
F
e
r
r
a
r
i
n
i
,
0
p
.
 
cit., 
p
a
g
.
 8
6
.
 
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
0
p
.
 
cit., 
p
a
g
.
 2
1
5

に
よ
る
と
、
既
F

州
竿
入
睦
i

宰
四

国
の
保
険
約
款
上
に
も
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
当
該
条
項
の
有
す
る
意
義
を
大
陸
法
系
下
に

お
い
て
も
認
め
る
こ
と
の
益
な
し
と
し
な
い
。
む
し
ろ
、
「
航
海
上
の
危
険
」
の
真
義
を
画
定
す
る
た
め
の
研
究
の
省
力
化
に
は
、
イ
ン
チ
マ
リ

ニ
八

（
三
六
六
）



イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

年
―
一
月
二
八
日
（
前
者
の
修
正
版
）
、

一
九
六
九
年
四
月
三

0
日、

二
九

（
三
六
七
）

一
九
七
一
年
一

0
月
一
九
日
の
各
約
款
の
い
ず
れ
に
も
、
陸
上

一
九
六
二
年
一
月
一

0
日、

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
分
析
に
手
間
取
っ
た
が
、

一
九
六

1
条
項
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
。

(
2
)
A
r
n
o
u
l
d
 o
n
 t
h
e
 
l
a
w
 o
f
 M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 a
n
d
 A
v
e
r
a
g
e
,
 vol. 
II, 
1
4
 
th. 
ed., 
L
o
n
d
o
n
 1
9
5
4
,
 
p. 7
3
3
 
(Silingardi, 
op. 

cit.̀
pag. 2
1
6

は
、
一
九
六
一
年
版
を
引
用
し
て
い
る
が
、
引
用
部
分
の
論
述
は
同
一
と
思
わ
れ
る
。
）

(
3
)
H
a
r
d
y
 I
v
a
m
y
,
 M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
,
 
L
o
n
d
o
n
 1
9
6
9
,
 
p. 
1
4
9
 
(Silingardi, 
op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
1
6

は
、
一
＋
ハ
七
一
年
＇
版
を

51用
し
て

い
る
が
、
引
用
部
分
の
論
述
は
同
一
と
思
わ
れ
る
。
）

(

4

)

加
藤
由
作
「
英
国
海
上
保
険
法
に
お
け
る

P
r
i
n
c
i
p
l
e

o
f
 
e
j
u
s
d
e
m
 
g
e
n
e
r
i
s

の
発
生
理
由
」
一
橋
論
叢
第
五
巻
第
二
号
二
六
頁
以
下
。

イ
ギ
リ
ス
保
険
証
券
の
な
か
に
見
ら
れ
る
担
保
危
険
概
念
を
表
す
文
言
は

perils

o
f
 
t
h
e
 
s
e
a
s

で
は
な
い
。
こ
の
文
言
は
、
海
の
強
烈
な

(violent)

な
作
用
を
表
す
限
定
的
な
危
険
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
0
p
.
 cit・, 
p
a
g
.
 2
1
6
 
e
 s
e
g
g
.
 

(
6
)
R
i
c
c
a
r
d
e
l
l
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
7

に
よ
る
と
、
潜
在
瑕
疵
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
保
険
証
券
の
な
か
に
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
承
継
に
よ
っ

て
摂
取
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
険
実
務
に
お
い
て
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
が
慣
習
化
・
確
定
化
し
て
か
ら
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

彼
は
、
そ
の
説
明
と
し
て
、
ま
ず
、
経
済
的
に
見
る
と
、
一
九
世
紀
の
後
半
、
（
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
）
保
険
者
が
蒸
汽
船
航
海
に
頻
発
す
る

新
し
い
危
険
を
超
過
保
険
料
な
し
に
引
受
け
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
運
業
者
は
他
国
の
業
者
に
較
べ
て
優
位
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
保
険
業
者
が
潜
在
瑕
疵
条
項
の
採
用
に
抵
抗
し
た
原
因
は
保
険
証
券
の
構
造
の
ち
が
い
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。

(
7
)
A
r
n
o
u
l
d
,
 op. 
cit., 
p. 
7
8
2
 
(Silingardi, 
op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
1
8

が
一
十
生
ハ
一
年
＇
版
T

を

51
い
て
い
る
の
は
、
注
5
)
で
見
た
と
お
り
。
）

(
8
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
1
8
 n
o
t
a
 3
2
.
 

(
9
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i、
0p.
cit., 
p
a
g
.
 2
1
9
 e
 seg. 

イ
タ
リ
ア
船
舶
保
険
約
款
の
な
か
に
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
カ
ヴ
ァ
ー

を
排
す
る
明
示
的
規
定
が
存
在
す
る
の
か
を
検
証
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

は、



る
こ
と
に
し
よ
う
。

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

い
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

い
場
合
、

(
1
)
 

使
用
人
の
行
為
を
不
担
保
と
す
る
条
項
は
見
あ
た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
保
険
約
款
に
基
づ
い
て
も
、
保
険
者
は
陸
上
使
用
人
の
行
為
に

(
9
)
 

係
わ
る
損
害
を
補
償
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
。

彼
は
、

〈

faute
caracterisee〉

に
な
ら
な

「
悪
意
お
よ
び
詐
欺
」
の
例
外
を
除
い

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
結
論
が
一
九
七
二
年
―
二
月
一
日
フ
ラ
ン
ス
船
舶
保
険
約
款
か
ら
も
肯
定
さ
れ
る
、

と
い
っ
て
い
る
。
聞

「
保
険
現
象
の
形
成
発
展
に
共
通
の
諸
前
提
を
有
す
る
が
故
に
イ
タ
リ
ア
保
険
法
と
近
し
い
間
柄
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
保
険
約
款
の
規
定

は
、
船
主
の
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
不
担
保
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
第
一
条
第
三
項
に
お
い
て
、

て
陸
上
使
用
人
の
行
為
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
四
条
第
一
二
項
に
お
い
て
は
、

「
指
揮
者
、
代
理
人
の
チ
ー
フ
、
船
長
、
技
官
長
」
の
行
為
の
保
険
担
保
を
認
め
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
船
舶
保
険
約
款
の
担
保
の
前
提
条
件
は
、
使
用
人
の
行
為
が
軽
過
失
ま
た
は
重
過
失
に
よ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
悪
意
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、

以
上
の
省
察
だ
け
で
は
、

い
て
み
よ
う
。

と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
逆
に
、
当
該
行
為
が
単
な
る
事
実
行
為
的
職
務
で
は
な
い
重
責
を
負
わ
さ
れ
て
い

る
人
（
指
揮
者
、
代
理
人
の
チ
ー
フ
、
船
長
、
技
官
長
）
の
責
に
帰
す
べ
き
場
合
、
悪
意
だ
け
で
は
な
く
、

faute
caracterisee
も
な

陸
上
使
用
人
の
行
為
の
保
険
担
保
を
認
め
る
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

と
い
う
我
々
の
達
し
た
結
論
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
約
款
の
み
な
ら
ず
、
法
典
上
も
認

(

3

)

 

一
九
六
六
年
七
月
三
日
法
律
六
七
ー
五
二
二
号
第
一
七
条
が
そ
れ
で
あ
る
。
」
と
。

イ
タ
リ
ア
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
船
舶
保
険
約
款
に
は
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
不
担
保
と
す
る
明
示
的
規
定
が

存
在
し
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
に
は
不
充
分
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ち
お
う
、
そ
の
類
の
明
示
的
規
定
は
な
い
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め

10 
（
三
六
八
）



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

(
1
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. 
cit., 
pag. 2
2
2
.

し
か
し
、
船
主
ま
た
は
船
長
・
乗
組
員
以
外
の
使
用
人
（
陸
上
使
用
人
は
含
ま
れ
る
）
の
不
充
分
な
船

舶
管
理
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
、
「
海
の
事
故
と
競
合
し
た
と
し
て
も
」
、
保
険
者
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
（
約
款

第
三
条
第
一
項
）
、
船
舶
保
険
約
款
は
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
カ
ヴ
ァ
ー
を
排
斥
し
て
い
る
、
と
い
う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

A
n
o
n
i
m
a
対
Achilles
事
件
に
お
い
て
は
、
「
不
充
分
な
船
舶
管
理
」
の
責
任
が
問
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
航
海
準
備
作
業
上
の
過
失
が
問

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
不
充
分
な
船
舶
管
理
」
に
よ
る
保
険
者
の
免
責
の
主
旨
が
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
す
る
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
の
全
面
的
排

除
に
な
く
個
別
的
特
殊
の
危
険
の
免
責
に
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
右
に
見
た
反
論
は
成
立
し
難
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
約
款
が
被
保
険
者
に
対
し
、
堪
航
能
力
担
保
義
務
で
は
な
く
「
船
舶
に
船
級
証
書
ま
た
は
保
険
証
券
に
指
示
し
た
資
格
文
書
を
備
付
け

る
」
義
務
を
課
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
解
す
る
と
、
破
棄
院
判
決
の
支
持
は
い
っ
そ
う
強
固
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
2
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. cit••pag. 

2
2
4
 n
o
t
a
 4
1

の
埠
E

げ
る
イ
ク
リ
ア
船
舶
保
険
約
款
第
一
条
は
、
「
時
化
、
難
船
、
坐
礁
、
衝
突
、
投
荷
、
爆

発
、
火
災
、
略
奪
お
よ
び
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
航
海
上
の
事
故
…
・
・
・
通
常
の
注
意
に
よ
っ
て
発
見
不
能
な
潜
在
瑕
疵
（
潜
在
瑕
疵
に
よ
る
損
傷
部

分
の
排
除
、
修
理
ま
た
は
取
替
費
用
の
補
償
を
除
く
）
に
基
づ
く
損
害
を
保
険
者
は
担
保
す
る
。
保
険
者
は
、
被
保
険
者
が
無
関
係
で
あ
り
か
つ

第
三
条
の
例
外
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
船
長
ま
た
は
乗
組
員
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
事
故
を
担
保
す
る
。
た
だ
し
、
保
険
者
は
、
第
四
一
条
の
規
定

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
被
保
険
者
の
航
海
上
の
過
失
に
つ
い
て
の
み
担
保
す
る
。
」
と
定
め
る
。
約
款
の
な
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
通
常
の
注

意
d
o
v
u
t
a
diligenza」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
約
款
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
き
た

d
u
e
diligence
の
伝
統
を
汲
む
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い

る

(Riccardelli,
op. cit••pag. 

3
9
)

。

(

3

)

フ
ラ
ン
ス
海
上
保
険
契
約
法
（
六
七
ー
五
二
二
号
）
第
一
七
条
「
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
陸
上
使
用
人
に
過
失
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
危
険

は
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
損
害
が
被
保
険
者
の
損
害
発
生
防
止
の
た
め
の
合
理
的
注
意
の
欠
如
に
よ
る
こ
と
を
保
険
者
が
証
明
し
た
場
合
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の

fautes
intentionelles
ま
た
は

fautes
l
o
u
r
d
e
s
を
担
保
し
な
い
。
」
こ
の
海
上
保
険
に

の
み
適
用
さ
れ
る
原
則
は
、
陸
上
保
険
に
関
す
る
一
九
三

0
年
六
月
一
三
日
法
第
一
三
条
に
よ
っ
て
も
、
一
般
法
の
か
た
ち
で
認
め
ら
れ
て
い
る

(Silngardi, 
op. 
cit., 
pag. 2
2
6
)
、
と
い
う
つ
。

船
舶
保
険
約
款
の
な
か
に
陸
上
使
用
人
の
行
為
を
不
担
保
と
す
る
明
示
的
規
定
が
な
い
、

の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

と
な
る
と
、

（
三
六
九
）

つ
ぎ
に
、
航
行
法
の
な
か
に
そ



論
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
例
外
の
ひ
と
つ
は
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
が
約
款
第
三
条
第
一
項
に
い
う
「
不
充
分
な
船
舶
管
理
」
に
な

ら
な
い
こ
と
。
第
二
は
、
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
定
め
る
特
別
職
（
イ
ギ
リ
ス
保
険
約
款
の
用
語
に
よ
れ
ば
目
m
a
g
e
r

と
称
さ
れ
る
）

に
在
る
者
の
惹
起
し
た
事
故
の
場
合
。
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
る
た
め
、

者
、
船
主
ま
た
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
通
常
の
注
意
」
に
よ
っ
て
発
見
し
え
な
い
こ
と
を
要
件
に
し
て
い
る
。

配
権
限
が
企
業
主
で
は
な
く
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
過
失
を
被
保
険
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
企
業
（
と
り
わ
け
、
巨
大
株
式
会
社
）
に
お
け
る
支

と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
な
さ
れ
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
企
業
組
織

の
頂
点
に
在
る
者
は
、
投
下
資
本
の
所
有
者
で
は
な
く
、
企
業
そ
の
も
の
の
活
動
の
指
揮
権
限
を
掌
中
に
し
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
わ
れ

(
2
)
 

る
指
揮
者
集
団
な
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

し
か
し
、

Silingardi
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
航
行
法
の
な
か
に
は
見
あ
た
ら
な
い
、

す
べ
き
規
定
と
し
て
イ
ク
リ
ア
民
法
第
一
九

0
0条
を
挙
げ
て
い
る
。
当
該
条
文
に
関
す
る
彼
の
分
析
の
大
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

「
航
行
法
が
明
示
的
に
陸
上
使
用
人
の
行
為
の
保
険
上
の
効
果
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
、

直
接
的
法
源
は
民
法
第
一
九

0
0条
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
航
行
法
に
は
そ
の
件
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
は
容
易
に
立
証
し
う

る
。
航
行
法
第
五
二
四
条
は
、
船
主
の
使
用
人
の
行
為
に
関
す
る
保
険
担
保
を
定
め
た
唯
一
の
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
条
は
、
船
主

の
使
用
人
の
う
ち
の
特
別
職
務
従
事
者
、
す
な
わ
ち
、
船
長
お
よ
び
乗
組
員
の
為
し
た
行
為
を
規
律
す
る
に
留
ま
る
。
船
長
ま
た
は
乗
組

員
の
過
失
に
よ
る
事
故
の
保
険
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
て
い
る
、

保
険
者
が
被
保
険
者
に
補
償
義
務
を
負
わ
な
い
、

「
民
法
第
一
九

0
0条
は
、
保
険
約
款
に
定
め
ら
れ
た
二
つ
の
例
外
を
除
け
ば
、
海
上
保
険
に
も
広
く
適
用
さ
れ
る
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

（
三
七

0
)

と
い
う
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
依
拠

と
考
え
る
な
ら
、
当
該
行
為
に
対
す
る

と
い
う
事
実
は
、
事
故
原
因
が
他
の
使
用
人
の
行
為
に
求
め
ら
れ
る
場
合
に

(

1

)

 

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
結

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
は
、
損
害
発
生
原
因
の
瑕
疵
が
「
被
保
険



イ
タ
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

む
す
び
に
か
え
て

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
す
る
と
、
特
殊
資
格
保
有
者
と
は
い
え
陸
上
使
用
人
が
船
舶
の
修
理
、
管
理
を
行
う
に
つ
い
て
為
し
た
行
為
は
、

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
定
め
る
例
外
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
被
保
険
者
の
保
険
金
請
求
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
船
舶
の
修
理
、
管
理
を
為
す
特
殊
資
格
者
と
い
え
ど
も
企
業
活
動
の
指
揮
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 
op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
2
7
.

蛉
匹
打
法
第
五
二
四
条
と
旧
イ
タ
リ
ア
商
法
第
四
三
四
条
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
後
者
の
第
二
項
は
、
「
保

険
者
は
、
保
険
の
目
的
に
固
有
の
か
つ
明
告
さ
れ
な
か
っ
た
瑕
疵
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
た
損
害
、
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
、
受
託
者
も
し

く
は
取
次
人
の
行
為
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
航
行
法
第
五
二
四

条
は
、
旧
イ
タ
リ
ア
商
法
第
四
三
四
条
を
繰
り
返
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
第
五
二
四
条
に
よ
る
と
、
船
舶
保
険
者
は
船

長
・
乗
組
員
の
過
失
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
が
（
旧
イ
タ
リ
ア
商
法
第
六
一
八
条
第
一
項
「
保
険
者
は
、
反
対
の
合
意
が
な
い
限
り
、
非
行

(
b
a
r
a
t
t
e
r
i
a
)

の
名
の
も
と
に
認
識
さ
れ
る
船
長
・
乗
組
員
の
義
務
違
反
・
過
失
に
つ
い
て
は
責
を
負
わ
な
い
。
」
も
参
考
に
供
し
て
お
こ
う
。
）
、

積
荷
保
険
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
非
行
|
|
船
長
・
乗
組
員
の
悪
意
」
を
も
負
担
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
航
行
法
第
五
二
四
条
は
、
船
長

・
乗
組
員
の
過
失
を
不
担
保
と
し
な
い
、
と
定
め
て
お
り
、
使
用
人
の
行
為
に
よ
る
事
故
を
不
担
保
と
す
る
一
般
規
定
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
解
釈
は
、
航
行
法
の
草
案
作
成
作
業
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、
航
海
上
の
危
険
に
関
す
る
考
察
か
ら
み
て
も
、
反
対
解
釈
の
余
地
は
な
い
、
と

(
2
)
S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
 op. 
cit., 
p
a
g
.
 2
2
8
 e
 seg. 
C
o
r
p
u
s
 J
u
r
i
s
 
S
e
c
u
n
d
u
m
,
 L
V
,
 B
r
o
o
k
l
y
n
 1
9
4
8
,
 
p. 
3
 
(citato 
d
a
 S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,
0
p
.
 

cit., 
p
a
g
.
 2
3
0
)

に
よ
る
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、
「
他
人
の
行
為
を
管
理
す
る
た
め
に
選
任
、
選
定
さ
れ
た
指
揮
者
・
監
督
者
。
行
為
、
事
業

ま
た
は
営
業
の
指
揮
、
監
督
ま
た
は
管
理
の
責
を
負
う
人
。
何
ら
か
の
監
督
ま
た
は
指
揮
を
為
す
人
」
を
い
う
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
船
長
な
ど

も
そ
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
。
現
代
の
巨
大
海
運
企
業
に
お
け
る
船
長
の
職
務
は
、
組
織
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
微
小
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
の
考
察
か
ら
す
る
と
、

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i

に
よ
れ
ば
、
陸
上
使
用
人
の
過
失
を
「
航
海
上
の
事
故
」
の
枠
内
に
納
め
う
る
こ
と
お

旦
（
三
七
一
）



よ
び
（
船
舶
保
険
約
款
に
明
示
さ
れ
た
二
つ
の
例
外
・
不
充
分
な
船
舶
管
理
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
行
為
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
）
イ
ク
リ

ァ
民
法
第
一
九

0
0条
の
海
上
保
険
へ
の
適
用
可
能
性
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

海
上
保
険
の
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
危
険
の
概
念
、

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
カ
ヴ
ァ
ー
拡
大
傾
向
か
ら
す
る
と
、
反
対
の
規
定
が
法
典
、
約
款
に

な
い
場
合
、
民
法
第
一
九

0
0条
を
海
上
保
険
に
適
用
し
う
る
、

重
過
失
に
よ
る
事
故
」
の
担
保
を
保
険
者
に
課
す
こ
と
に
な
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
被
保
険
者
の
使
用
人
の
「
悪
意
ま
た
は

と
す
れ
ば
、

A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
に
お
け
る
破
棄
院
判
決

(
1
)
 

の
主
張
の
射
程
ー
ー
＇
陸
上
「
使
用
人
の
過
失
」
に
対
す
る
保
険
担
保
を
認
め
て
い
る
ー
ー
、
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
堪
航
能
力
担
保
に
必
要
な
義
務
に
つ
い
て
被
保
険
者
の
行
動
の
内
容
を
分
析
す
べ
き
場
合
に
は
、
…
…
運
送

上
要
求
さ
れ
る
義
務
の
類
型
を
考
量
す
る
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
自
身
に
直
接
適
用
の
あ
る
原
則
の
す
べ
て
を
考
量
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
故
、
と
り
わ
け
、
保
険
上
も
、

d
u
e
diligence
履
行
委
託
禁
止
の
原
則
は
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
運
送
上
と
同
一
の
意

(
2
)
 

義
を
有
し
て
お
り
、
運
送
上
理
解
さ
れ
て
い
る
解
釈
上
の
限
界
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

問
を
投
げ
た

B
o
i
と
は
相
容
れ
な
い
結
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て

Silingardi
は
、
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

（
三
七
二
）

つ
ま
り
、
包
括
主
義
に
立
っ
た
海
上
保
険
の
形
態
、

「
保
険
と
運
送
の
両
制
度
が
発
展
し
て
き
た
過
程
に
お
い
て
、
重
要
な
接
合
点
が
存
在
し
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
し
か
し
、

行
為
に
基
づ
く
損
害
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
）
運
送
の
場
に
お
け
る
荷
送
人
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
被
保
険
者
の
保
険
金
請
求
権
を

同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
二
つ
の
制
度
は
構
造
的
に
別
物
で
あ
る
。
被
保
険
者
は
、
自
己
の
財
産
に
損
失
を
与
え
る
可
能
性

の
あ
る
事
故
の
危
険
を
転
嫁
す
る
た
め
に
保
険
制
度
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
運
送
人
が
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
し
責
を
負

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
保
険
者
が
被
保
険
者
の
企
業
組
織
上
の
重
大
な
危
険
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
な
い
、

そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

と
な
る
と
、
保
険
契
約
は
、

（同

と
い
う
立
場
か
ら
破
棄
院
判
決
に
疑

面



イ
ク
リ
ア
航
行
法
に
い
う
「
航
海
上
の
事
故
」
に
つ
い
て

た
と
え
ば
、

し、

っ
た
し‘ヽ

(
3
)
 

ど
の
よ
う
な
経
済
的
・
社
会
的
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
。

B
e
s
s
e
も、

＿五

「
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
使
用
人
の
不
注
意
ま
た
は
過
失
に
基
づ
く
事
故
を
不
担
保
と
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
大
な
危

(
4
)
 

険
を
野
ざ
ら
し
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
海
上
保
険
か
ら
そ
の
利
用
価
値
の
大
部
分
を
取
り
去
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

(1)Silingardi•op. 

cit••pag. 

2
3
0
 
e
 seg. 
A
n
o
n
i
m
a
対

Achilles
事
件
に
お
い
て
、
破
棄
院
は
、
陸
上
「
使
用
人
の
過
失
」
に
対
す
る

保
険
担
保
を
認
め
た
が
、
「
修
理
者
、
船
長
、
士
官
等
の
過
失
」
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
た
イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
用
語
に
明
ら
か
に
類
似
し
て
い

る。

(
2
)
B
o
i
,
 op. cit••pag. 

3
1
5
.
 

(3)Silingardi•op. 

cit., 
pag. 2
3
3
 e
 seg. 
l$上
運
送
人
に
は
発
航
時
に
堪
航
能
力
担
保
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
自
己
ま
た
は

使
用
人
の
過
失
に
よ
り
潜
在
瑕
疵
を
発
見
し
え
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
送
人
に
は
、
企
業
の
活
動
範
囲
と
規

模
の
拡
大
現
象
が
債
権
者
の
利
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
社
会
的
要
求
に
か
な
っ
た
か
た
ち
で
、
企
業
の
危
険
に
対
す
る
責
任
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
も
し
、
海
上
保
険
の

c
a
u
s
a
が
海
上
に
お
い
て
生
じ
商
業
活
動
を
阻
害
す
る
企
業
の
危
険
を
被
保
険
者
か
ら
保
険

者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
契
約
上
、
法
規
上
に
明
示
的
不
担
保
規
定
が
な
い
場
合
、
陸
上
使
用
人
の
行
為
に
対
し
船
主
が
責
を

負
う
、
と
い
う
現
代
海
上
企
業
に
特
有
の
危
険
を
保
険
者
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。

(
4
)
B
e
s
s
e
,
 A
s
s
u
r
a
n
c
e
 m
a
r
i
t
i
m
e
 s
u
r
 
corps. 
L
a
 clause
《

F
r
a
n
cSau£

>•Paris

1
9
5
7
,
 
p. 
2
4
.
 

筆
者
の
乏
し
い
読
書
経
験
に
よ
る
と
、
イ
ク
リ
ア
学
説
の
多
く
は
、
自
説
の
自
賛
を
忘
れ
な
い
。

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
の
場
合
も
、
そ
れ
は
、

公
平
な
調
和
を
実
現
す
る
の
に
適
し
て
い
る
、

る。

「
反
対
学
説
で
は
そ
う
は
な
ら
な
い
が
、
破
棄
院
判
決
を
敷
術
し
た
我
々
の
結
論
は
、
船
舶
保
険
の
利
害
関
係
人
の
利
益
の

(
4
)
 

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
表
現
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
点
は
、
反
対
学
説
に
立
っ
た

B
o
i
も
類
似
の
表
現
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

二
つ
の
極
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
学
説

（
三
七
三
）

と
い
っ
て
い



(

1

)

 

(

2

)

 

B
o
i

の
論
説
を
紹
介
し
た
こ
と
に
、

に
よ
っ
て
―
つ
の
事
件
を
め
ぐ
り
同
様
の
自
己
評
価
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
法
か
ら
の
日
本

い
ず
れ
の
考
え
が
イ
タ
リ
ア
保
険
法
の
主
流
を
形
成
し
て
ゆ
く
か
の
予
測
は
、

や
、
当
否
の
判
断
に
至
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
、
射
程
の
外
で
あ
る
。

関
法
第
二
八
巻
第
三
号

し
た
が
っ
て
、

法
へ
の
提
言
め
い
た
こ
と
は
差
し
控
え
て
お
き
た
い
。
た
だ
、

A
n
o
n
i
m
a
対
A
c
h
i
l
l
e
s
事
件
の
イ
タ
リ
ア
破
棄
院
判
決
と

S
i
l
i
n
g
a
r
d
i
,

「
航
海
二
関
ス
ル
事
故
」
の
概
念
、

Silingardi, 
op. 
cit., 
pag. 2
3
2
.
 

B
o
i
,
0
p
.
 cit., 
pag. 3
1
7
.
 

（
三
七
四
）

イ
ン
チ
マ
リ
ー
条
項
の
適
用
範
囲
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
わ

が
国
の
海
上
保
険
法
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
は
至
上
の
し
あ
わ
せ
で
あ
る
。

い
ま
の
筆
者
に
は
立
て
ら
れ
な
い
し
、

........ 
ノ‘

ま
し
て




